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1
論

文
一

二

は
　
じ
　
め
　
に

　
ア
フ
リ
カ
は
、
か
つ
て
は
奴
隷
の
供
給
源
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
の
本
源
的
蓄
積
に
と
っ
て
基
本
的
な
役
割
を
果
し
て
き

ハ
　
ロた

。
一
五
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
ア
フ
リ
カ
が
奴
隷
貿
易
に
よ
っ
て
失
っ
た
人
的
損
失
は
、
五
千
万
人
を
越
え
る
と
見
ら
れ
て

　
パ
　
ロ

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
は
、
人
口
の
相
対
的
な
減
少
に
と
ど
ま
ら
ず
絶
対
的
な
減
少
さ
え
も
生
廃
、
ま
た
二
一
～
一
三
世
紀
に

は
．
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
出
自
向
い
発
展
段
階
に
あ
っ
た
と
さ
え
見
ら
れ
た
ア
フ
リ
カ
社
会
は
、
そ
の
発
展
を
阻
止
さ
れ
、
後
退
さ
え
も
生
ず
る

　
　
　
　
　
ハ
ね
ロ

結
果
と
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
は
じ
ま
る
産
業
革
命
と
産
業
資
本
主
義
の
確
立
は
、
奴
隷
制
の
廃
止
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
九
世
紀
の
後
半
、
独
占
資
本

主
義
段
階
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
列
強
の
帝
国
主
義
的
進
出
の
対
象
と
し
て
、
新
た
な
意
義
を
付

与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
．
か
く
し
て
ア
フ
リ
カ
は
列
強
に
よ
っ
て
領
土
的
に
分
割
さ
揮
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
た
ヨ
ー
。
ッ
パ
人
は
ぶ

っ
て
の
略
奪
的
商
業
活
動
と
は
別
に
、
新
た
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
．
ン
の
経
営
や
鉱
山
の
開
発
に
の
り
だ
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
関
連
し
て

鉄
道
建
設
や
各
種
の
補
助
的
産
業
も
開
始
さ
れ
た
。
商
品
輸
出
に
も
ま
し
て
資
本
輸
出
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。　

し
か
し
、
資
本
輸
出
が
意
味
を
も
ち
、
資
本
主
義
的
生
産
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
他
人
の
た
め
に
働
く
以
外
に
自
ら
を
養
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

の
で
き
な
い
人
た
ち
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
リ
カ
人
を
収
奪
し
、
賃
労
働
者
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ

に
そ
の
過
程
は
、
ア
フ
リ
カ
が
お
お
む
ね
栽
培
植
民
地
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
・
新
た
な
民

族
矛
盾
、
階
級
矛
盾
が
形
成
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



　
こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
っ
て
は
、
一
方
で
は
、
ア
フ
リ
カ
人
を
収
奪
し
な
が
ら
も
、
そ
の
完
全
な
無
産
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
を
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
た
ま
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
資
本
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
方
で
は
、
ア
フ
リ
カ
社
会
の
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
を

温
存
し
、
そ
れ
を
政
治
的
、
経
済
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
の
土
地
収
奪
と
と
も

に
、
原
住
民
指
定
地
（
轟
げ
ぞ
。
お
器
辱
。
）
の
設
定
が
行
な
わ
れ
、
　
ア
フ
リ
カ
人
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
鉱
山
な
ど
の
労
働
者
と
し
て

働
か
せ
る
た
め
の
種
々
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
土
地
収
奪
と
賃
労
働
者
創
出
の
た
め
の
措
置
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
入
植
の
規
模
の
大
き
い
と
こ
ろ
ほ
ど
強
力
に
展
開
さ
れ
た
。
か
く
し
て
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
資

本
主
義
的
生
産
関
係
の
発
展
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
漸
時
拡
大
さ
れ
て
行
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
資
本
・
賃
労
働
関
係
の
発
生
（
た
と
え
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

で
あ
る
に
せ
よ
）
以
来
す
で
に
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
現
在
す
で
に
一
五
〇
〇
万
人
に
達
す
る
と
見
ら
れ
る
ア
フ

リ
カ
人
質
労
働
者
の
主
要
な
存
在
形
態
が
、
い
わ
ゆ
る
移
動
労
働
者
（
ヨ
輯
黄
ε
藁
一
¢
。
σ
o
⊆
【
R
）
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
移
動
労
働
制
度
（
目
貫
話
3
昌
一
魯
。
瑛
亀
ω
密
旨
）
が
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
賃
労
働
の
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〕

な
形
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
移
動
労
働
制
度
こ
そ
は
、
進
出
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
資
本
が
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
諸
条
件
に
も
っ
と
も
ふ
さ

わ
し
い
雇
用
制
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
農
村
居
住
地
ま
た
は
原
住
民
指
定
地
の
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
の
な
か
に
家

族
を
と
も
な
う
生
活
の
場
を
も
つ
ア
フ
リ
カ
人
成
人
男
子
が
、
単
身
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
農
園
、
鉱
山
、
工
場
な
ど
に
賃
労
働
者
と
し
て

働
き
に
行
き
、
普
通
は
半
年
な
い
し
一
年
で
強
制
的
に
解
雇
さ
れ
、
家
郷
に
帰
還
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
雇
用
制
度
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
人

成
人
男
子
は
、
経
済
的
・
経
済
外
的
強
制
に
よ
っ
て
、
家
郷
と
不
特
定
の
雇
用
地
と
の
間
を
た
え
ず
往
復
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
－
黒
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リ
カ
に
お
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る
移
動
労
働
制
度
－
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論
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

移
動
労
働
は
、
単
な
る
出
稼
ぎ
労
働
と
も
ニ
ュ
ー
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
し
、
ま
た
家
族
を
と
も
な
っ
た
域
外
移
住
に
よ
る
移
民
労
働
と
も

異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
賃
労
働
の
形
態
は
、
た
し
か
に
ア
フ
リ
カ
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
し
、
類
似
の
形
態
は
資
本
主
義
的
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ロ

産
の
萌
芽
期
に
は
ど
こ
に
も
存
在
し
た
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
例
外
を
除
い
て
、
い
ま
だ
に
資
本
主
義

的
生
産
様
式
が
確
立
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
、
移
動
労
働
の
一
般
的
存
在
は
そ
の
意
味
で
当
然
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ほ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
け
ロ

ら
ぬ
南
ア
共
和
国
に
お
い
て
、
こ
の
移
動
労
働
制
度
が
も
っ
と
も
、
大
規
模
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と

は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
の
広
範
な
存
在
が
、
単
に
そ
こ
に
お
け
る
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
の
程
度
に
の
み
起
因
す
る

の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
に
た
い
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
資
本
の

進
出
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
移
動
労
働
制
度
は
、
い
ま
だ
に
帝
国
主
義
の
支
配
を
脱
し
き
っ
て
い
な
い
現
在
の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ

の
支
配
機
構
の
一
環
と
し
て
今
な
お
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
移
動
労
働
制
度
は
、
基
本
的
に
は
植
民
地
的
賃
労
働
制
度
と
し
て
、
今
日
の
ア
フ
リ
カ
を
解
明
す
る
う
え
で
の
一
つ
の
重

要
な
論
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
移
動
労
働
制
度
の
成
立
要
因
、
そ
の
実
態
、
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
ア
メ
リ
カ
の
金
鉱
産
地
の
発
見
、
原
住
民
の
掃
滅
と
奴
隷
化
と
鉱
山
へ
の
埋
没
、
東
イ
ン
ド
の
征
服
と
略
奪
と
の
開
始
、
ア
フ
リ
カ
の
商
業

　
　
　
的
黒
人
狩
猟
場
へ
の
転
化
、
こ
れ
ら
の
で
き
ご
と
は
資
本
主
義
的
生
産
の
時
代
の
曙
光
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
乙
の
よ
う
な
・
：
：
・
過
程
が
本
源
的

　
　
　
蓄
積
の
主
要
契
機
な
の
で
あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
七
七
九
（
原
）
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
「
一
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
限
ら
れ
た
人
口
を
も
っ
て
し
て
は
、
新
世
界
に
お
け
る
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
綿
花
と
い
う
主
要
商
品
作
物
の
栽
培
に



　
　
要
す
る
自
由
民
蕩
者
を
、
大
規
模
生
産
を
行
な
う
重
る
ほ
ど
＋
盆
供
給
す
歪
と
は
否
鰻
君
．
怒
制
は
、
ゆ
、
ホ
さ
し
く
こ
の
た
め

　
　
に
必
要
と
な
つ
お
で
あ
る
・
ヨ
も
罠
人
は
、
奴
隷
入
手
源
婁
ず
先
簑
に
、
つ
い
で
ア
フ
リ
カ
に
求
め
た
．
」
（
国
「
一
。
垂
一
国
ヨ
ω
・

　
　
O
帥
℃
｛
5
房
目
的
包
里
奨
震
ざ
る
＆
（
中
山
毅
訳
『
資
本
主
義
と
奴
隷
制
』
理
論
社
、
一
九
六
八
年
）
邦
訳
一
四
ペ
ー
ジ
）

（
2
と
弩
ω
轟
9
星
＞
｛
§
身
屋
。
霞
§
一
？
。
≦
経
き
畢
。
冨
霧
（
野
沢
協
訳
『
黒
ア
フ
リ
カ
史
1
そ
の
地
理
．

　
　
文
化
・
歴
史
』
理
論
社
、
一
九
六
四
年
）
邦
訳
一
七
一
≧
一
七
ニ
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
切
器
旨
U
男
置
8
P
国
8
犀
竃
0
9
0
び
這
窪
（
内
山
敏
訳
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ザ
ー
』
理
論
社
、
一
九
六
一
二
年
）
邦
訳
八
八
～
八
九
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
世
界
経
済
調
査
会
『
ア
フ
リ
カ
の
研
究
』
一
九
六
一
年
、
四
八
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
西
野
照
太
郎
『
鎖
を
断
つ
ア
フ
リ
カ
』
　
（
岩
波
新
書
、
一
九
五
四
年
）
五
～
ゴ
ニ
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
宍
戸
寛
『
ア
フ
リ
カ
』
　
（
現
代
教
養
文
庫
、
　
一
九
六
一
年
）
六
六
～
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
「
ニ
ハ
五
〇
年
の
ア
フ
リ
昊
陸
の
人
・
は
約
慮
人
と
推
憲
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
当
時
の
世
暴
人
・
の
一
八
髪
当
っ
て
い
蒼
い
わ

　
　
れ
る
が
、
そ
れ
が
一
八
五
〇
年
に
は
九
五
〇
〇
万
人
で
世
界
人
口
の
八
％
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
」
　
（
前
掲
『
ア
フ
リ
カ
の
研
究
』
四
七
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
さ
ら
に
『
黒
ア
フ
リ
カ
史
』
一
七
三
ぺ
ー
ジ
、
お
よ
び
甲
U
薯
達
8
P
↓
ぎ
＞
窪
8
口
＞
≦
”
評
。
p
一
p
o
q
し
O
緕
（
西
野
照
太
郎
訳
『
ア
フ
リ

　
　
　
カ
の
目
覚
め
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
邦
訳
八
二
～
八
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
4
）
　
奴
隷
貿
易
が
ア
フ
リ
カ
に
も
た
ら
し
た
重
大
な
結
果
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

　
　
　
『
黒
ア
フ
リ
カ
史
』
一
四
七
ペ
ー
ジ
以
下
、

　
　
　
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ザ
ー
』
二
五
七
ペ
ー
ジ
以
下
、

　
　
　
西
野
『
鎖
を
断
つ
ア
フ
リ
カ
』
九
～
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
ア
フ
リ
カ
分
割
の
た
め
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
（
大
八
撃
八
五
年
）
と
そ
の
後
の
事
蟹
つ
い
て
は
、
『
黒
ア
フ
リ
垂
』
一
…
二
ぺ
↓
以

　
　
下
を
参
照
。
ま
た
大
熊
真
『
ア
フ
リ
カ
分
割
史
』
　
（
岩
波
新
書
、
一
九
三
九
年
）
を
参
照
。

　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



1
論
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

（
6
）
　
な
せ
な
ら
、
　
「
あ
る
人
が
貨
幣
や
生
活
手
段
や
機
械
そ
の
他
の
生
産
手
段
を
所
有
し
て
い
て
も
、
も
し
そ
の
補
足
物
で
あ
る
賃
金
労
働
者
、
す

　
　
な
わ
ち
自
分
自
身
を
自
発
的
に
売
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
別
の
人
間
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
所
有
は
ま
だ
そ
の
人
に
資
本
家
の
刻
印
を

　
　
押
す
も
の
で
は
な
い
」
　
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
七
九
、
三
（
原
）
ペ
ー
ジ
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
生
産
手
段
も
、
生
活
手
段
も
、
直

　
　
接
的
生
産
者
の
所
有
物
と
し
て
は
、
資
本
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
　
「
そ
れ
が
資
本
に
な
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
が
同
時
に
労
働
者
の
搾
取
・
＋
又
配

　
　
手
段
と
し
て
役
立
つ
よ
う
な
諸
条
件
が
あ
る
と
き
だ
け
で
あ
る
」
　
（
同
前
、
七
九
四
（
原
）
へ
ー
ジ
）
。
す
な
わ
ち
、
　
ア
フ
リ
カ
人
を
収
奪
し
、

　
　
賃
労
働
者
化
す
る
こ
と
は
、
帝
国
主
義
的
進
出
の
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
処
女
地
開
拓
を
内
容
と
す
る
入
植
植
民
地
と
は
ち
が
っ
て
、
栽
培
植
民
地
で
は
、
先
住
住
民
へ
の
圧
迫
、
支
配
を
必
然
化
し
、
そ
こ
に
民
族
矛

　
　
盾
を
第
一
義
的
な
も
の
と
し
て
形
成
す
る
条
件
が
あ
り
、
さ
ら
に
被
支
配
民
族
内
の
階
級
矛
盾
と
も
か
ら
ん
で
、
社
会
関
係
は
複
雑
化
す
る
、
ア

　
　
フ
リ
カ
は
お
お
む
ね
栽
培
植
民
地
で
あ
る
が
、
南
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
口
引
八
人
の
入
植
植
民
地
と
い
う
性
格
も
も
っ
て
い
た
（
そ
れ
は

　
　
独
自
の
白
人
社
会
の
成
立
に
も
示
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
　
そ
う
し
た
性
格
も
相
対
的
、
経
過
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
な
非
．
な
ら
南

　
　
ア
に
お
け
る
被
支
配
集
団
と
し
て
の
非
臼
人
は
人
口
の
八
割
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
部
族
（
三
訂
）
と
い
う
概
念
に
は
、
種
族
、
民
族
体
（
亜
民
族
）
、
お
よ
び
そ
の
両
方
を
さ
す
場
合
の
、
一
二
通
り
が
あ
る
。
種
族
と
は
血
縁
集
団

　
　
た
る
氏
族
が
兄
弟
関
係
を
通
じ
て
拡
大
さ
れ
た
血
縁
共
同
体
で
あ
り
、
お
よ
そ
原
始
共
産
制
の
も
と
で
の
無
階
級
社
会
に
属
す
る
。
民
族
体
（
亜

　
　
民
族
）
は
、
血
縁
集
団
た
る
種
族
共
同
体
が
地
縁
集
団
に
発
展
し
て
地
縁
共
同
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
族
ほ
ど
に
共
同
体
と
し
て
ω
堅

　
　
固
さ
を
も
た
ず
、
言
語
、
地
域
、
経
済
生
活
、
文
化
と
心
理
状
態
の
共
通
性
と
い
っ
た
民
族
を
特
徴
づ
け
る
要
素
を
十
分
に
そ
な
え
て
は
い
な

　
　
い
。
民
族
体
は
資
本
主
義
以
前
の
階
級
社
会
、
す
な
わ
ち
奴
隷
制
、
封
建
制
の
社
会
に
照
応
す
る
。
こ
こ
で
の
用
語
法
は
も
っ
と
も
広
義
の
も
の

　
　
で
あ
る
。
な
お
『
植
民
地
の
独
立
』
　
（
岩
波
講
座
『
現
代
』
第
四
巻
、
一
九
六
ご
、
一
年
）
一
、
一
〇
一
、
一
へ
ー
ジ
を
参
照
。

　
　
　
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
、
種
族
に
相
当
す
る
集
団
と
、
そ
れ
を
包
含
し
た
部
族
の
集
団
と
が
錯
綜
し
て
い
る
。
大
き
な
部
族
（
ズ
ー
ル
i
族
な

　
　
ど
）
は
数
百
万
人
を
擁
し
て
い
る
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
の
部
族
社
会
で
は
一
般
に
土
地
の
私
有
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
部
族
社



　
会
に
つ
い
て
、
よ
り
く
わ
し
く
は
以
下
を
参
照
。

　
　
　
シ
コ
レ
U
カ
ナ
ー
ル
『
黒
ア
フ
リ
カ
史
』
第
二
章
「
人
間
」
、

　
　
U
霧
島
毘
塁
塞
。
三
一
塁
塞
墜
讐
。
呉
川
田
順
造
訳
『
ア
フ
リ
カ
罠
族
と
文
化
』
某
社
、
五
六
牽
）
、

　
　
喜
。
蚕
糞
蔦
§
讐
。
蚤
蜜
罫
睾
奥
毯
（
醤
童
郎
訳
『
ケ
ニ
テ
山
の
ふ
も
と
』
理
論
社
、
一
九
六
一
ε
．

（
9
）
真
菱
舞
整
8
臨
寒
国
・
・
ぎ
夷
豊
島
。
。
も
ピ
父
ア
ジ
ア
．
ア
フ
リ
カ
研
究
所
訳
『
ア
フ
リ
カ
ー
叛
乱
の
根
源
』
法

　
　
政
大
学
出
版
局
二
九
六
輩
・
七
五
黛
ソ
）
で
行
奪
て
い
ゑ
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
ー
カ
に
関
す
る
）
賃
労
働
者
総
数
の
推
定
で
は
、
一

　
　
〇
〇
？
三
〇
〇
万
人
と
な
っ
て
い
る
．
言
で
窩
的
猛
暑
え
て
、
便
宜
的
に
｛
○
○
万
人
と
い
う
数
を
示
し
紮
、
い
ず
れ
に
せ

　
　
よ
己
れ
ら
に
は
確
辷
る
証
明
手
段
は
な
い
。

（
m
）
「
ア
フ
リ
カ
人
蕎
人
。
の
大
多
警
と
っ
て
蓋
基
本
的
特
讐
、
専
門
苦
れ
て
い
な
い
！
で
あ
る
．
そ
し
て
そ
れ
が
専
門
技
術
の

　
　
低
水
準
お
よ
び
高
匿
撃
的
妻
定
の
因
を
乞
て
い
る
．
あ
人
・
養
宜
上
次
の
、
一
二
っ
の
グ
ル
レ
雰
け
、
－
．
れ
る
．
①
伝
統
的
蔑

　
　
業
経
済
内
で
常
雇
い
と
な
っ
て
い
る
者
、
ω
伝
統
的
な
農
業
経
済
か
ら
永
久
砲
塔
讐
れ
て
い
薯
、
㈲
農
村
畿
窪
ん
で
い
る
が
ア
フ
リ

　
　
カ
人
農
業
外
で
蒔
窪
雇
貌
て
い
る
者
．
移
動
性
は
こ
れ
ら
三
つ
の
ヵ
テ
す
乏
共
通
暮
色
で
あ
る
．
」
（
。
衰
』
。
。
p
。
巨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ω
…
§
；
ぎ
弩
。
一
婁
塗
（
日
本
国
際
膿
研
究
所
訴
刊
『
ア
フ
ー
カ
経
済
響
』
一
九
六
・
年
）
談
仕
二
、
一
一
↑
ジ
）

　
　
こ
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
あ
う
ち
6
は
小
作
讐
蒙
肇
労
讐
、
留
都
市
化
し
て
脱
部
族
化
髭
各
種
の
議
者
、
禦
棄
の
移
動

　
　
労
働
者
で
あ
る
。

（
n
）
南
ア
フ
；
の
資
奎
藷
発
墨
つ
い
て
は
、
西
野
照
太
郎
「
ア
フ
ー
カ
に
存
る
資
奎
義
」
（
『
現
代
資
本
妻
謹
、
第
奪
、
戦
後

　
　
資
奎
義
の
実
態
』
所
収
秦
洋
経
済
新
経
、
死
屍
年
）
を
参
照
．
南
ア
は
本
源
的
蓄
積
各
な
建
ア
フ
リ
カ
勇
け
る
唯
お
国
で

　
　
あ
る
。
な
お
さ
ら
に
U
・
＝
o
げ
。
旨
＝
o
ロ
O
q
鐸
。
『
↓
げ
。
ω
o
信
旨
＞
ぼ
一
8
ロ
国
8
昌
。
日
ざ
H
O
課
も
参
照
。

（
皿
）
u
自
・
。
邑
葺
喜
。
喜
§
ぎ
び
マ
ダ
ル
ト
ワ
「
南
ア
フ
ー
ヵ
連
邦
へ
の
鉱
山
労
働
力
移
動
」
（
東
京
経
奨
学
『
産
着
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－



－
論
　
　
　
　
文
－

　
研
究
』
第
一
四
号
所
収
）

な
ど
参
照
。

八

二
　
移
動
労
働
制
度
の
成
立
要
因

　
一
九
世
紀
の
末
、
ア
フ
リ
カ
に
新
た
に
進
出
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
ま
ず
自
ら
の
た
め
の
広
大
な
農
用
地
と
鉱
物
地
帯
の
確
保
を
必

要
と
し
、
ま
た
彼
ら
の
た
め
に
働
く
労
働
者
の
確
保
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
、
部
族
共
同
体
的
自
給
経
済
を
い
と
な
む
ア
フ

リ
カ
人
先
住
民
を
収
奪
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
ア
フ
リ
カ
人
を
極
低
賃
金
の
労
働
者
と
し
て
引
出
す
諸
方
策
を
追
求
し
た
。
か
く
し

て
、
土
地
収
奪
、
現
金
課
税
に
よ
る
賃
労
働
の
強
制
、
強
制
労
働
が
、
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
土
地
要
求
と
低
廉
労
働
力
要
求
を
同

時
的
に
満
た
す
手
段
と
し
て
実
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
が
お
か
れ
て
い
た
諸
条
件
の
な
か
で
、
直
接
間
接
に
移
動
労
働
と
い

う
形
態
の
賃
労
働
を
広
範
に
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ω
　
土
地
収
奪
と
自
給
経
済
の
破
壊

　
一
九
世
紀
末
か
ら
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
列
強
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
闘
争
が
展
開
さ
れ
て
以
来
、
侵
入
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

第
一
の
目
標
は
、
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
の
土
地
収
奪
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
っ
て
留
保
さ
れ
て
い
る
土
地
の
割
合
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
は
全
国
土
の
八
九
％
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド

六
二
％
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
四
九
％
、
コ
ン
ゴ
（
旧
ベ
ル
ギ
ー
領
）
、
ケ
ニ
ア
各
九
％
、
マ
ラ
ウ
イ
（
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
）
、
ガ
ー
ナ
、
南
西
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
セ
ロ

フ
リ
カ
各
五
％
、
ザ
ン
ビ
ア
（
北
ロ
ー
デ
シ
ア
）
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
人
種
別
人
口
の
割
合

　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

（
第
一
表
参
照
）
を
考
え
る
と
、
こ
の
土
地
占
拠
率
が
い
か
に
大
き
い
か
が
わ
か
ろ
う
。
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
占
め
る
土
地
が
農
耕

に
適
し
た
土
地
や
鉱
物
資
源
の
あ
る
土
地
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
ア
フ
リ
カ
人
に
残
さ
れ
た
土
地
は
、
乾
燥
地
や
湿
地
帯
な
ど
の
不
良
地



　　　　　　　第1表　　国別にみた人種別人ロ

ー一一一一一一’一一…一

@　　合計　比　　較（％）　1
国名 @年（1ρ・・人）一列丁諏Fヲー雨走碗i

南アフリカ』96・115，841i68．2！19・413・・19・4i
中央アフリカ連邦一95617・489196・313・31rO・4一

南・一デシ㍗1956；2・730・93・OI6。5i…10’5！

空写蕩…11：1陽1罫1111111別…嘔
ケニア　195gl：6，45・…95。7♂ρ12・61・・71

　タンガニーカ11959：9，・76985i・・210・gI　O・4…

享禦蕩受：識1図11職
モザンビーク1195・15・凹一一98二㌧堕」一■一9丑L一亜

一出所：藤田弘二編rアフリカ経済の諸問題』アジア経済研究所・1964年，290

1
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
1

ぺ　ジロ

なお国連資料『アフリカ経済概観』　〔上）5～6ヘージも参照。

あ
る
い
は
辺
境
地
が
多
い
こ
と
も
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
可
耕
地
に
占
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
占
有
地
の
割
合
は
さ
ら

に
一
層
大
き
く
な
り
、
耕
地
面
積
あ
た
り
の
人
種
別
人
口
密
度
に

も
著
し
い
差
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
ケ
ニ
ア
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
入
植
と
同
時
に
土
地
収
奪
が
は
じ
ま
り
、
一
九
二
一
年
の
王

室
直
轄
地
令
や
一
九
三
九
年
の
立
法
評
議
会
令
に
よ
っ
て
、
白
人

の
農
耕
と
生
活
に
好
適
な
ケ
ニ
ア
高
地
（
白
人
高
地
）
四
五
〇
．
刀

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
占
有
地
と
な
り
、
大
規
模
な
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
か
く
し
て
人
口
の
一

％
（
六
万
人
）
に
す
ぎ
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
最
良
地
の
三
〇
％

を
占
有
し
、
わ
ず
か
に
約
七
千
人
の
白
人
農
業
従
事
者
が
全
耕
作

面
積
の
二
四
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
は
五
百

万
人
を
こ
え
る
ア
フ
リ
カ
人
が
劣
■
悪
地
に
追
い
や
ら
れ
、
キ
ク
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ

族
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
農
耕
技
術
も
破
壊
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
南
ロ
ー
デ
シ
ア
で
は
、
　
一
九
世
紀
末
か
ら
セ
シ
ル
．
ロ
ー
ズ

　
（
ω
8
出
刃
ぎ
α
窃
）
の
南
ア
フ
リ
カ
特
許
会
社
（
一
八
八
九
年
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
1
論
　
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

立
）
に
よ
る
経
営
が
始
め
ら
れ
た
が
、
一
八
九
一
年
の
マ
タ
ベ
リ
ラ
ン
ド
（
南
ロ
ー
デ
シ
ア
南
部
）
遠
征
の
後
、
一
八
九
四
年
に
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ロ

の
遠
征
に
参
加
し
た
臼
人
義
勇
兵
に
た
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
千
エ
ー
カ
ー
の
土
地
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
こ
の
年
の
中
葉
ま
で
に
は
、

マ
タ
ベ
リ
ラ
ン
ド
の
優
良
地
の
す
べ
て
が
特
許
会
社
と
白
人
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
マ
タ
ベ
リ
ラ
ン
ド
の
原
住
民
が
一
挙
に
土
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
む
ロ

九
五
％
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
南
ロ
ー
デ
シ
ア
が
一
九
壬
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
自
治
領
と
な
っ
て
後
、
一
．
九
三
〇
年
に
成
立
し
四

一
年
に
修
正
さ
れ
た
南
ロ
ー
デ
シ
ア
土
地
割
当
法
（
の
。
葺
箒
三
国
ぎ
α
窃
σ
昌
匿
p
α
》
薯
〇
三
9
筥
。
暮
》
葺
）
に
よ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ

人
に
は
六
三
、
（
h
）
○
○
平
方
マ
イ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
七
五
、
○
O
O
平
方
マ
イ
ル
が
割
当
て
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
五
一
年
の
土
地

耕
作
法
（
い
四
＆
＝
β
、
富
民
同
属
》
o
汁
）
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
耕
作
地
を
一
戸
あ
た
り
八
二
ー
カ
ー
に
引
下
げ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
の
結
果

と
し
て
、
現
在
三
百
万
人
を
こ
え
る
ア
フ
リ
カ
人
の
う
ち
、
自
ら
の
土
地
を
も
ち
う
る
も
の
は
、
わ
ず
か
三
〇
万
人
ほ
ど
に
し
か
す
ぎ
な

　
　
　
　
　
ハ
づ
ロ

く
な
っ
て
い
る
。

　
南
ア
フ
リ
カ
で
も
、
一
七
世
紀
中
葉
の
白
人
入
植
以
来
、
土
地
と
牛
を
め
ぐ
る
白
人
と
ア
フ
リ
カ
人
と
の
争
い
が
絶
え
な
か
っ
艀
バ
、

こ
こ
で
は
白
人
の
相
対
的
、
絶
対
的
な
数
が
他
地
域
に
比
べ
て
非
常
に
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
の
土
地
収
奪
も
一
層
は

げ
し
か
っ
た
。
元
来
南
ア
フ
リ
カ
は
入
植
植
民
地
の
性
格
も
も
っ
て
い
た
か
ら
、
一
九
世
紀
後
半
以
前
か
ら
、
白
人
の
進
出
目
土
地
占
拠

（
農
場
開
拓
）
口
原
住
民
追
放
（
ま
た
は
農
奴
化
）
が
進
行
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
羊
毛
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向

け
輸
出
用
農
産
物
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
綿
花
な
ど
）
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
拡
が
り
、
ま
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
金
鉱
の

発
見
に
よ
る
鉱
山
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
人
か
ら
の
土
地
収
奪
と
原
住
民
指
定
地
の
設
定
が
強
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
マ

ゆ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
滅
と
そ
れ
に
よ
る
白
人
所
有
地
の
細
分
化
傾
向
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
。

　
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
成
立
（
一
九
一
〇
年
）
の
後
、
南
ア
の
資
本
主
義
的
発
展
の
過
程
に
お
け
る
原
住
民
政
策
の
一
環
と
し
て
、
土
地
収



奪
政
策
は
一
層
強
化
さ
れ
た
。
一
九
コ
ニ
年
の
原
住
民
土
地
法
（
Z
讐
一
＜
。
冒
四
目
創
》
。
叶
）
は
、
全
人
口
の
三
分
の
二
を
占
め
る
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

人
を
全
土
の
七
・
三
％
に
す
ぎ
な
い
原
住
民
指
定
地
に
押
し
込
め
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
ア
フ
リ
カ
人
の
急
速
な
人
口

増
加
に
よ
っ
て
、
一
九
三
六
年
の
原
住
民
信
託
土
地
法
（
Z
餌
諏
お
↓
旨
曾
曽
α
い
9
0
p
α
＞
9
）
は
指
定
地
の
面
積
を
全
土
の
二
二
％
に

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
が
、
実
際
に
は
二
〇
年
後
に
お
い
て
も
計
画
さ
れ
た
土
地
の
三
分
の
二
し
か
調
達
さ
れ
ず
、
ア
フ
リ
カ

人
の
土
地
不
足
は
一
層
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
原
住
民
指
定
地
の
半
分
が
不
毛
地
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
控
え
目
な
評
価
で

あ
ろ
漉

　
か
く
し
て
尨
大
な
土
地
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
手
に
帰
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
獲
得
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
占
有
地
の
う
ち
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
ロ

際
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
は
せ
い
ぜ
い
五
％
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
収
奪
の
目
的
は
、
単
に
．
ー
ロ
ッ

パ
人
の
た
め
の
農
用
地
（
や
鉱
物
資
源
）
の
獲
得
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

篁
に
・
そ
れ
は
』
ム
ッ
パ
人
農
場
経
薯
に
た
い
す
る
ア
フ
リ
カ
人
農
民
か
ら
の
競
争
を
排
除
し
、
彼
ら
の
独
占
的
麓
業
経

営
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
ア
フ
リ
カ
人
を
狭
く
て
条
件
の
悪
い
指
定
地
に
追
い
込
む
こ
と
で
、
彼
ら
の
自
給
経
済
を
破
壊
し
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の
た
め
に
働
き
に
出
ざ
る
を
え
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
経
済
活
動
が
拡
大
さ
れ
る
に
つ
れ
て
一

層
重
要
に
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
政
府
は
、
原
住
民
指
定
地
を
鉄
道
か
ら
離
れ
た
地
域
に
設
定
し
た
り
、
農
産
物
買
上
げ
価
格
に
差
を
つ

け
た
り
、
特
定
農
作
物
の
栽
培
（
サ
イ
ザ
ル
麻
な
ど
）
を
白
人
に
の
み
許
可
し
た
り
、
市
場
占
拠
率
や
栽
培
面
積
を
制
限
し
た
り
、
高
額

の
栽
培
許
可
料
を
課
す
な
ど
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
農
業
を
圧
迫
し
た
。
ま
た
灌
漑
施
設
や
道
路
建
設
に
つ
い
て
も
不
平
等
の
原
則
が
つ
ら
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一

　
　
一
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
ー



　
　
1
論
　
　
　
文
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二
一

　
　
　
ハ
む
り

ぬ
か
れ
た
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
自
給
経
済
を
困
難
に
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
人
が
、
ひ
き
あ
う
価
格
で
の
商
品
作
物
の
栽
培
に
よ
っ
て
活
路

を
見
出
す
こ
と
を
困
難
に
し
、
結
局
は
低
賃
金
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
た
め
に
働
き
に
出
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要

す
る
に
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
土
地
政
策
の
主
要
な
ね
ら
い
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
鉱
山
、
農
場
の
た
め
に
低
賃
金
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

働
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
」
の
で
あ
る
。

　
土
地
収
奪
の
強
化
の
結
果
、
原
住
民
指
定
地
は
、
人
口
過
剰
と
過
剰
耕
作
、
過
剰
放
牧
に
よ
っ
て
土
地
の
荒
廃
を
き
た
し
、
そ
の
こ
と

が
指
定
地
外
で
の
賃
労
働
を
不
可
欠
に
し
た
が
、
一
方
で
現
金
収
入
を
も
と
め
る
基
幹
労
働
力
の
流
出
は
、
逆
に
指
定
地
で
の
農
耕
、
牧

畜
を
衰
退
さ
せ
、
そ
れ
が
ま
た
指
定
地
外
で
の
現
金
収
入
へ
の
依
存
を
強
め
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
ん
だ
。
　
こ
う
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
よ
る
土
地
支
配
は
、
必
然
的
に
ア
フ
リ
カ
人
を
賃
労
働
に
か
り
た
て
る
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
こ
う
し
て
必
然
化
さ
れ
た
賃
労
働
は
、
背
後
に
お
け
る
原
住
民
指
定
地
と
そ
こ
で
の
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
の
存
在
を
前
提
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
賃
労
働
者
は
、
一
面
で
は
き
わ
め
て
農
民
的
で
あ
り
、
階
級
的
に
も
き
わ
め
て
あ

い
ま
い
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
原
住
民
指
定
地
の
発
展
し
な
か
っ
た
西
ア
フ
リ
カ
も
ふ
く
め
て
、
全
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
ロ

陸
的
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
　
ピ
。
巳
＝
匙
。
ざ
＞
昌
＞
ま
。
弩
ω
耳
奉
ざ
勾
。
≦
ω
＆
a
こ
一
〇
㎝
9
マ
O
o
・
斥

（
2
）
　
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
人
口
比
率
が
一
％
を
こ
え
る
の
は
例
外
的
で
あ
る
。

（
3
）
　
卜
定
＆
＆
即
＞
鷺
8
｝
マ
“
（
邦
訳
四
ペ
ー
ジ
）
、

　
　
ナ
ニ
や
胃
．
タ
『
ケ
ニ
ヤ
山
の
ふ
も
と
』
二
六
二
～
二
六
八
へ
ー
ジ
、

　
甘
『
⇒
O
¢
舞
ぽ
『
」
房
往
。
＞
壁
。
欝
一
8
①
　
（
土
屋
哲
訳
『
ア
フ
リ
カ
の
内
幕
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
五
六
年
）
　
邦
訳
－
二
三
八
～
二
四
一

ぺ
ー



　
ジ
、
　
二
一
六
四
ペ
ー
ジ
以
下
、

　
　
Y
ぎ
イ
「
ア
フ
リ
カ
の
政
俊
お
け
至
地
塁
」
（
ア
ジ
了
ア
フ
ー
ヵ
研
究
票
編
『
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
経
済
』
所
収
、
国

　
際
日
本
協
会
、
　
一
九
六
二
年
）
　
一
九
五
へ
ー
ジ
、

　
　
西
野
照
太
郎
『
鎖
を
断
つ
ア
フ
リ
カ
』
　
一
二
二
～
ゴ
一
二
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
宍
戸
寛
『
ア
フ
リ
カ
』
三
〇
土
三
山
ハ
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
『
植
民
地
の
独
立
』
　
（
岩
波
講
座
『
現
代
』
第
四
巻
）
一
」
一
〇
一
t
一
」
［
〇
一
一
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
こ
う
彪
壁
的
墓
の
う
た
二
九
五
一
一
髭
「
マ
ゥ
マ
ウ
団
」
事
件
が
発
生
し
、
葵
」
臭
プ
ラ
ン
々
あ
反
抗
も
あ
っ
て
ケ
ニ
ア
の

　
　
独
立
が
お
く
れ
忙
。

（
4
）
　
六
千
工
1
ヵ
1
（
約
二
、
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
農
場
一
単
位
の
標
準
面
積
と
ふ
。
れ
て
い
仁
。

（
5
）
鈴
歪
四
『
セ
シ
ル
・
7
ズ
ー
霞
主
義
者
慮
民
望
薯
の
典
型
』
（
誠
文
堂
新
巻
、
充
六
∩
）
年
）
些
ペ
ー
ジ
．

（
6
）
　
い
妻
a
α
置
。
ワ
9
£
℃
P
？
『
（
邦
訳
八
～
九
ペ
ー
ジ
）
。

（
7
）
嘉
は
し
ば
し
ば
撃
（
臭
に
よ
る
ア
フ
ー
ヵ
人
蔑
繁
）
箋
展
し
、
南
ア
フ
リ
カ
史
上
「
カ
フ
ィ
ル
戦
争
（
。
帥
窪
．
名
節
弓
）
」
と
呼

　
　
ば
れ
る
も
の
が
、
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
世
紀
に
わ
忙
っ
て
前
後
九
回
発
生
し
た
。

（
8
）
南
ア
フ
リ
2
募
る
毒
収
奪
、
原
隻
畜
の
歴
窪
つ
い
て
は
、
舞
馨
ω
暮
①
＞
ロ
山
け
．
ヨ
璃
。
；
℃
餌
【
け
『
．
其
一
義
、
．
唇

　
　
＝
な
ど
参
照
。

（
9
）
H
σ
一
α
こ
マ
。
。
“

（
1
0
）
　
こ
れ
は
政
府
機
関
に
よ
る
評
価
で
あ
る
（
毎
こ
こ
P
お
）
。

　
　
　
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
民
族
解
放
運
動
の
急
激
な
発
展
、
全
般
的
危
機
の
一
層
の
深
ゆ
一
“
り
の
な
か
で
、
南
ア
で
は
「
バ
ン
ツ
ス
タ
ン

　
　
（
穿
藝
琶
」
計
票
実
行
に
移
嘉
て
い
る
．
こ
れ
は
、
原
住
民
指
定
地
を
部
族
別
に
八
単
位
、
全
土
の
コ
、
、
窪
嘉
成
し
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－



一
論
　
　
　
　
文
1

　
る
も
の
で
あ
り
、

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

そ
れ
と
同
時
に
、

卜
薯
。
ま
貫
o
P
含
け
‘
P

V
・
■
ヒ
レ
イ
、
前
掲
論
文
、

い
ミ
。
α
岳
9
0
や
9
け
こ
戸

V
兜
ヒ
レ
イ
、
前
掲
論
文
、

い
名
。
α
良
ω
、
o
P
住
戸
｝
マ

　
気
候
条
件
な
ど
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
で
は
ヨ
ー
ロ
則

ン
を
経
営
し
た
が
、
大
規
模
な
土
地
収
奪
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。

生
な
ど
）
の
栽
培
を
強
制
し
、

促
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
必
要
な
賃
労
働
者
が
引
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

て
き
た
こ
と
は
、
他
地
域
と
か
わ
ら
ね
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
白
人
地
域
に
残
る
数
百
の
「
黒
い
シ
ミ
」
　
（
ア
フ
リ
カ
人
保
有
地
）
の
一
掃
を
も
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

QO

i
邦
訳
一
二
ペ
ー
ジ
）
、

一
九
八
～
一
九
九
ベ
ー
ジ
。

一
〇
（
邦
訳
一
四
ペ
ー
ジ
）
、

二
〇
〇
～
二
〇
一
■
へ
ー
ジ
。

二
（
邦
訳
一
五
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八
人
の
入
植
が
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
彼
ら
は
鉱
物
資
源
を
独
占
し
、
。
一
ノ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
で
彼
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
人
に
輸
出
用
農
産
物
（
シ
ュ
ロ
、
カ
カ
オ
、
落
花

そ
の
流
通
面
を
介
し
て
不
等
価
交
換
に
よ
っ
て
搾
取
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
人
農
民
の
分
解
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
が
労
働
政
策
の
観
点
か
ら
利
用
き
れ

　
図
　
現
金
課
税

　
こ
の
よ
う
に
、
　
ア
フ
リ
カ
人
の
自
給
農
業
の
破
壊
は
彼
ら
を
し
て
指
定
地
外
に
生
活
の
糧
を
も
と
め
さ
せ
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ
た

が
、
ア
フ
リ
カ
人
を
賃
労
働
に
従
わ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
さ
ら
に
彼
ら
に
た
い
し
て
直
接
的
な
現
金
の
必
要
を
強
い
る
こ
と
が
一
層
有

効
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
着
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
人
民
に
押
し
つ
け
た
人
頭
税
（
2
一
＝
畏
）
制
度
が
、
伝
統
的

な
自
足
経
済
と
農
村
生
活
を
破
壊
し
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
人
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
所
有
の
鉱
山
、
農
園
、
そ
の
他
の
企
業
で
職
を
求
め
て
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

く
よ
う
に
駆
り
た
て
る
う
え
で
主
要
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
各
種
の
現
金
課
税
は
、
明
臼
に
こ
の
目
的
を
も
っ
て
実
施
さ

れ
た
。



　
か
く
し
て
人
頭
税
制
度
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
て
、
と
く
に
鉱
山
業
の
急
速

な
発
展
と
関
連
し
て
実
施
さ
れ
壌
慈
わ
ち
、
現
実
に
奎
の
賃
労
働
蓼
必
要
す
る
よ
う
髪
．
た
の
は
大
鉱
山
が
開
発
さ
れ
は

じ
め
て
以
後
で
あ
り
、
ま
た
「
一
般
的
に
い
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
人
経
済
で
賃
労
働
が
現
実
に
重
要
な
要
因
に
な
り
は
じ
め
た
の
は
、
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

に
現
金
税
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
」

　
ケ
ー
プ
（
南
ア
フ
リ
カ
）
で
は
、
一
八
九
四
年
の
グ
レ
ン
・
グ
レ
ー
法
（
〇
一
窪
O
お
図
》
9
）
に
よ
っ
て
、
一
年
に
四
ヵ
月
以
上
指
定

地
外
で
働
い
た
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
す
べ
て
の
健
康
な
原
住
民
土
地
な
し
男
子
（
し
た
が
っ
て
土
地
保
有
権
者
と
し
て
の
家
長
は
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ロ

か
れ
る
）
に
年
一
〇
シ
リ
ン
グ
の
労
働
税
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
八
九
八
年
に
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
当
局
は
、
小
屋
税
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ロ

て
金
鉱
山
の
た
め
の
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。

　
ケ
ニ
ア
で
は
、
世
紀
交
替
期
か
ら
鉄
道
建
設
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
労
働
者
を
引
き
出
す
べ
く
、
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
し

て
小
屋
税
や
人
頭
税
が
か
け
ら
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
現
金
と
は
税
金
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
南
ロ
ー
デ
シ
ア
で
人
頭

税
が
制
定
さ
れ
、
一
九
〇
五
年
に
は
北
ロ
ー
デ
シ
ア
で
も
小
屋
税
が
制
定
さ
れ
た
。
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
で
は
、
ド
イ
ツ
当
局
に
よ
っ
て
一
八

九
七
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
課
税
が
は
じ
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
こ
こ
が
イ
ギ
リ
ス
の
委
任
統
治
領
と
な
っ
て
後
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

九
二
二
年
に
は
、
小
屋
税
の
ほ
か
、
　
一
六
才
以
上
の
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
人
男
子
に
人
頭
税
が
課
せ
ら
れ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
で
は
賦
役
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
労
働
税
の
支
払
方
法
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ベ

ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
で
も
労
働
税
が
か
け
ら
れ
た
が
、
一
九
一
〇
年
以
来
そ
れ
は
人
頭
税
と
な
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
植
民
地
で
も
ま
た
一

六
～
六
〇
才
の
す
べ
て
の
成
人
男
子
に
人
頭
税
が
課
せ
ら
れ
、
こ
の
課
税
を
テ
コ
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
農
園
や
鉱
山
に
必
要
な
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ

働
力
の
確
保
が
は
か
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
で
は
、
土
地
収
奪
と
と
も
に
、
貨
幣
に
よ
る
人
頭
税
を
定
め
て
、
ア
フ
リ
カ
人

　
　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
1
論
　
　
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
む
ロ

に
よ
る
商
品
作
物
の
栽
培
お
よ
び
賃
労
働
へ
の
参
加
を
強
制
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
現
金
課
税
”
賃
労
働
強
制
に
は
、
白
人
官
吏
や
原
住
民
首
長
が
一
役
果
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
官
吏
は
税
金
滞
納
者
に
た
い
し
て
、

起
訴
と
い
う
脅
迫
に
よ
っ
て
賃
労
働
へ
の
参
加
を
強
い
た
。
ま
た
原
住
民
首
長
や
族
長
は
、
配
下
の
原
住
民
の
徴
税
に
責
任
を
負
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
一
定
分
を
手
数
料
と
し
て
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
税
収
入
が
予
定
を
下
回
わ
れ
ば
植
民
地
当
局
か
ら
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

問
わ
れ
る
の
で
、
彼
ら
自
ら
が
配
下
に
納
税
の
た
め
の
賃
労
働
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
人
頭
税
制
度
は
、
そ
の
税
収
入
に
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
賃
労
働
者
の
確
保
に
こ
そ
第
一
の
目
的
が
あ
っ
た
。
ア
フ

リ
カ
人
は
税
金
を
支
払
う
た
め
に
働
き
に
出
る
か
、
あ
る
い
は
税
金
滞
納
者
と
し
て
監
獄
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
も
と
に
送
ら
れ
る
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
結
果
は
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ア
フ
リ
カ
人
を
賃
労
働
に
引
出
す
た
め
に
は
、
現

金
課
税
を
で
き
る
だ
け
高
く
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
に
と
っ
て
の
現
金
の
必
要
を
大
き
く
す
る
一
方
、
一
人
に
た
い
し
て
支
払
う
賃
金
を
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

き
る
だ
け
お
さ
え
て
、
一
人
の
労
働
に
よ
っ
て
負
担
し
う
る
税
金
の
割
合
を
で
き
る
だ
け
低
く
す
る
こ
と
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
現
金
課
税
と
ア
フ
リ
カ
人
自
給
農
業
の
破
壊
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
人

の
賃
労
■
働
者
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
原
住
民
指
定
地
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
近
辺
に
お
い
て
も
、
賃
労
働
の
場
が
与
え

ら
れ
え
な
い
の
は
、
指
定
地
の
成
立
過
程
か
ら
し
て
も
当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
人
が
農
村
を
す
て
て
挙
家
移
住
し
な

い
か
ぎ
り
（
そ
れ
は
お
お
む
ね
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
）
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
賃
労
働
参
加
と
は
、
成
人
男
子
に
よ
る
移
動
労
働
で

し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。

　
（
1
）
　
卜
譲
。
ま
旦
＞
試
。
斜
℃
●
巽
（
邦
訳
七
ご
、
一
べ
ー
ジ
）
。

　
（
2
）
　
「
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
課
税
は
、
大
体
一
九
世
紀
末
か
ら
二
C
世
紀
は
じ
め
ご
ろ
、
と
く
に
南
ア
連
邦
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
金
の



　
　
　
発
見
、
そ
の
他
の
諸
領
土
に
お
け
る
鉱
物
の
発
見
以
後
制
定
さ
れ
た
。
」
　
（
同
前
同
所
）

　
（
3
）
　
H
げ
こ
こ
マ
お
（
邦
訳
七
四
へ
ー
ジ
）
。

　
（
4
）
　
鈴
木
正
四
『
セ
ン
ル
・
ロ
ー
ス
』
二
、
一
四
へ
ー
ジ
。

　
（
5
）
・
（
6
）
・
（
7
）
ト
（
o
ま
貫
。
マ
畠
こ
署
」
早
目
（
邦
訳
七
四
～
七
八
へ
ー
ジ
）
。

　
（
8
）
　
エ
ル
・
ア
ン
ヶ
サ
ン
ト
・
フ
ス
ヵ
山
　
「
イ
ギ
リ
ス
の
ア
フ
リ
詣
・
殖
民
地
に
お
け
る
商
品
・
貨
幣
関
係
の
発
展
」
　
（
［
現
代
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と

　
　
　
経
済
』
所
収
）
一
六
一
ベ
ー
ジ
．

　
（
9
）
　
原
住
民
首
長
は
、
本
来
ぱ
原
住
民
種
族
の
族
長
で
あ
っ
た
も
の
が
、
植
民
地
統
治
の
機
構
に
組
込
ま
れ
、
当
局
か
ら
の
若
F
の
手
当
を
う
け
て

　
　
　
原
住
民
統
治
の
末
端
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
首
長
は
族
長
と
同
一
人
格
で
あ
る
。

　
（
1
0
）
　
ト
譲
。
ま
貫
。
マ
巳
f
℃
マ
ω
望
器
（
邦
訳
八
四
へ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
ま
た
現
金
の
必
要
に
も
と
づ
く
賃
労
働
の
強
制
と
い
う
点
で
は
、
商
人
も
関
与
し
た
。
す
な
わ
ち
、
農
村
地
帯
へ
の
商
品
経
済
の
浸
透
に
つ
れ

　
　
　
て
、
　
（
白
人
）
商
人
た
ち
は
借
金
の
か
さ
ん
だ
ア
フ
リ
カ
人
に
亡
い
す
る
取
立
て
方
法
と
し
て
、
労
働
力
徴
募
機
関
を
通
じ
て
彼
ら
を
鉱
山
に
送

　
　
　
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
（
た
と
え
ば
、
国
o
o
■
ω
8
訂
－
↓
『
o
》
コ
緯
。
ヨ
図
。
出
＞
℃
貰
3
鉱
“
マ
H
鴇
）

　
（
n
）
　
一
，
譲
。
ま
β
o
マ
9
£
P
㎝
O
（
邦
訳
七
、
五
～
七
六
ベ
ー
ジ
）
。

　
㈹
　
強
制
労
働

　
と
こ
ろ
で
、
ア
フ
リ
カ
人
を
賃
労
働
に
引
出
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
土
地
収
奪
や
現
金
課
税
と
い
う
方
法
の
ほ
か

に
、
さ
ら
に
よ
り
直
接
的
な
労
働
の
強
制
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
て
き
た
。

　
実
際
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
八
六
C
年
代
ま
で
奴
隷
の
積
出
し
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
新
た
に
進
出
し
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
内
陸
と
海
岸
の
間
で
諸
物
資
を
運
ぶ
た
め
の
運
搬
奴
隷
や
、
鉄
道
や
道
路
を
つ
く
る
た
め
の
建
設
奴
隷
、
ま
た
鉱
山
開

　
　
一
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
一
論
　
　
　
　
文
一

発
に
よ
る
鉱
山
奴
隷
な
ど
を
利
用
し
た
。
し
か
し
ア
フ
リ
カ
は
、
長
期
の
奴
隷
貿
易
に
よ
っ
て
尨
大
な
人
的
損
失
を
こ
う
む
り
、
新
し
い

労
働
力
需
要
に
は
応
じ
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ア
ジ
ア
や
西
イ
ン
ド
諸
島
か
ら
奴
隷
（
労
働
力
）
が
逆
輸
入
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も

生
ま
れ
た
の
で
あ
都
～
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
労
働
力
の
取
扱
い
が
、
か
つ
て
の
奴
隷
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
多
く
の
場
合
に
、
現
地
調
達
の
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て
は
現
金
課
税
と
結
び
つ
い
た
若
干
の
賃
金
が
与
え
ら
れ
た
し
、
輸
入
労
働

者
に
つ
い
て
も
一
応
の
賃
金
と
労
働
条
件
が
与
え
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
き
わ
め
て
劣
悪
で
あ
り
、
賃
労
働
と
い
う
よ
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

む
し
ろ
奴
隷
労
働
と
さ
え
い
い
う
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
半
奴
隷
的
、
強
制
的
「
賃
労
働
」
は
、
直
接
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
労
働
力
需
要
に
応
え
る
と
と
も
に
、
基
幹
労
働
力
の
流
出

に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
農
村
社
会
を
衰
退
さ
せ
、
成
人
男
子
の
賃
労
働
参
加
を
一
般
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
賃
労
働
が
広
範

に
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
強
制
労
働
は
そ
れ
と
し
て
存
在
し
、
賃
労
働
の
条
件
を
劣
悪
に
維
持
し
、
賃
労
働
自
体
に
半
強

制
労
働
的
性
格
を
お
び
さ
せ
る
テ
コ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
西
ア
フ
リ
カ
）
で
は
、
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
人
男
子
、
す
な
わ
ち
外
見
上
の
年
齢
が
ほ
ぼ
一
〇
才
以
上
の

す
べ
て
の
男
子
は
、
調
査
の
前
年
に
六
ヵ
月
間
働
い
た
か
、
あ
る
い
は
調
査
時
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
．
、
も
し
彼
が
そ
う
し
て
働
い
て
い
な
け
れ
ば
、
強
制
労
働
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
強
制
労
働
者
を
希
望
一
す
る
雇
用

主
は
こ
れ
を
総
督
に
申
請
す
る
。
総
督
は
、
コ
ン
ト
ラ
タ
ド
（
8
耳
冨
富
α
0
1
1
契
約
労
働
者
）
と
呼
ば
れ
る
強
制
労
働
者
を
地
方
行
政
官

に
要
求
し
、
地
方
行
政
官
は
そ
れ
を
地
方
の
首
長
を
進
じ
て
徴
発
す
る
。
首
長
が
必
要
な
数
の
強
制
労
働
者
を
集
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
彼

自
身
が
検
挙
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ラ
タ
ド
は
、
公
式
記
録
で
は
年
間
約
四
〇
万
人
お
り
、
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
人
成
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

男
子
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
あ
た
っ
て
い
る
。



　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
東
ア
フ
リ
カ
）
に
は
シ
バ
ロ
（
の
三
σ
登
。
δ
“
新
入
者
）
制
度
と
い
う
強
制
労
働
制
度
が
あ
る
。
こ
の
制

度
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て
、
自
分
が
仕
事
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
証
拠
の
な
い
も
の
は
、
民
間
企
業
家
の
た
め
に

働
く
こ
と
を
申
し
出
な
い
か
ぎ
り
、
六
ヵ
月
間
は
公
共
事
業
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
つ
く
か
は
地
方
行
政
官
の
決
定
に
よ
っ
て
い
る
．
、
そ
し
て
シ
バ
ロ
は
そ
の
地
方
の
最
低
の
法
定
賃
金
（
月
に
一
五
～
三
五
シ
リ
ン

グ
）
を
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
強
制
労
働
期
間
の
終
り
に
、
働
い
た
賃
金
を
正
当
に
受
け
と
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
わ
れ

ハ
ィ
しる

。
こ
う
し
た
シ
バ
ロ
は
年
間
お
よ
そ
ズ
）
万
人
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
は
、
南
ア
フ
リ

カ
に
年
間
丁
）
万
人
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
に
同
じ
く
一
万
五
千
人
の
移
動
労
働
者
を
提
供
す
る
協
定
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
は
域
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヴ

強
制
労
働
と
も
結
合
し
た
事
実
上
の
奴
隷
輸
出
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
は
こ
こ
か
ら
重
要
な
財
政
収
入
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
強
制
労
働
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
資
本
主
義
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
南
ア
フ
リ
カ
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
つ
い
て
さ
え
い
え
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
農
場
に
住
む
三
百
万
の
ア
フ
リ
カ
人
は
、
労
働
小
作
人
（
『
σ
o
E
8
轟
諄
）
と
い
う
農
奴
と
し
て
土
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ロ

禁
縛
さ
れ
、
年
に
九
〇
日
な
い
し
一
八
○
日
の
労
役
義
務
を
地
主
に
負
っ
て
い
る
。
ま
た
鉱
山
で
働
く
五
〇
万
の
ア
フ
リ
カ
人
も
、
け
っ

し
て
自
由
意
志
で
契
約
し
労
働
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
鉱
山
行
き
に
か
ぎ
っ
て
指
定
地
か
ら
の
出
発
が
許
さ
れ
、
鉱
山
で
は
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
（
8
ヨ
℃
2
＆
）
と
呼
ば
れ
る
収
容
施
設
に
押
込
め
ら
れ
、
二
七
〇
労
働
日
の
就
労
を
強
制
さ
れ
る
。
彼
ら
は
労
働
条
件
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
じ

ど
を
ふ
く
め
て
鉱
山
資
本
の
専
制
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
南
ア
で
は
、
都
市
の
商
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
く
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て
も
、
集
団
地
域
法
（
0
8
巷
》
誘
器
＞
簿
）
や
都

市
地
域
法
（
O
吾
。
。
p
＞
容
器
》
9
）
な
ど
に
よ
っ
て
指
定
居
住
地
に
か
ぎ
っ
て
住
ま
わ
さ
れ
た
う
え
、
賃
労
働
に
従
う
以
外
の
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ご

行
為
が
処
罰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
パ
ス
法
（
評
器
ピ
四
ミ
の
）
は
ア
フ
リ
カ
人
の
行
動
を
日
常
的
に
規
制
し
、
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
以

　
　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－
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文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

上
は
、
逮
捕
や
有
罪
判
決
を
経
験
せ
ず
に
一
生
を
終
わ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
わ
れ
る
。
南
ア
で
は
日
常
的
に
大
量
の
ア
フ
リ
カ
人
が

逮
捕
さ
廼
、
そ
れ
が
農
場
監
獄
な
巽
ヨ
質
δ
睾
）
を
通
じ
て
、
白
人
農
場
で
囚
人
労
働
者
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
局
は
、

囚
人
の
貸
出
し
に
よ
っ
て
手
数
料
を
得
て
い
る
の
で
あ
菊
南
ア
髪
け
る
お
よ
う
集
圧
体
制
は
、
ア
フ
ー
ヵ
人
の
民
族
的
反
抗
を

抑
圧
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
を
最
大
限
に
搾
取
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
労
働
が
た
と
え
形
式

上
は
自
由
な
契
約
の
も
と
に
行
な
わ
れ
う
る
と
し
て
も
、
そ
の
内
実
は
多
分
に
強
制
さ
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
他
の
ア
フ
リ
カ
植
民
地
に
つ
い
て
も
、
お
し
な
べ
て
い
い
う
る
こ
と
で
あ
り
、
略
奪
的
な
労
働
力
調
達
は
植
民
地
労
働
政

策
の
重
要
部
分
を
な
し
て
き
博
か
く
し
て
基
幹
労
働
力
が
自
給
経
済
の
枠
毯
引
蛍
れ
た
が
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
の
自
給
経
済
の

困
難
化
と
と
も
に
、
賃
労
働
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
彼
ら
の
生
活
の
一
部
に
組
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
植
民
地
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
賃
労
働
は
出
現
し
、
帝
国
主
義
に
よ
る
他
民
族
支
配
と
い
う
基
本
条
件
の
も
と
で
、
そ

れ
は
移
動
労
働
制
度
と
い
う
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
） 　

西
野
照
太
郎
『
鎖
を
断
つ
ア
フ
リ
カ
』
一
六
～
一
八
ベ
ー
ジ
。
た
と
え
ば
南
ア
金
鉱
山
再
建
の
た
め
の
中
国
人
苦
力
、
「
・
一
万
八
千
の
移
入
、
ウ
ぜ
．

ン
ダ
鉄
道
建
設
の
た
め
の
イ
ン
ト
人
、
一
、
一
万
、
一
一
千
人
の
導
入
な
ど
。

　
た
と
え
ば
、
南
ア
に
導
入
さ
れ
た
中
国
人
苦
力
の
劣
悪
な
待
遇
が
問
題
と
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
は
政
権
交
替
が
起
り
、
中
国
人
は
本
国
送

還
さ
れ
た
（
φ
＞
．
≦
四
夷
。
き
＞
＝
一
ω
8
『
罵
o
h
ω
o
ロ
9
段
目
＞
h
ユ
。
斜
o
o
『
α
o
O
‘
一
〇
零
・
唱
マ
㎝
O
o
o
［
田
o
o
）
。

　
テ
ビ
ド
ソ
ン
『
ア
フ
リ
カ
の
目
覚
め
』
、
一
ゴ
」
一
七
ベ
ー
ジ
以
下
、
一
、
一
、
三
八
、
二
四
一
、
へ
ー
ジ
、

　
囚
≦
四
目
o
Z
犀
霊
目
的
F
＞
h
ユ
8
冨
⊆
雪
〇
急
け
ρ
お
8
（
野
間
寛
二
郎
訳
『
ア
フ
リ
カ
は
統
一
す
る
』
理
論
社
、
一
九
六
四
年
）
邦
訳
六
四
～

六
八
ペ
ー
ジ
。



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
） 　

卜
薯
O
ま
置
＞
ま
8
一
マ
お
（
邦
訳
一
一
一
へ
ー
ジ
）
。

　
本
稿
次
節
を
参
照
。

　
嗣
ω
■
ω
碧
房
｝
↓
『
o
》
自
象
。
ヨ
網
。
一
＞
ロ
貰
9
0
一
阜
マ
O
o
o
h
い

　
こ
の
点
で
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
地
方
行
政
官
の
命
令
に
よ
っ
て
特
定
作
物
の
栽
培
を
強
制
・
募
砂
、

収
穫
物
は
独
占
的
利
権
会
社
に
よ
り
て
買
い
た
仁
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
農
民
（
約
五
〇
万
人
）
を
賃
労
働
者
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
（
y
巧
。
匿
P
o
戸
o
F
戸
『
♪
（
邦
訳
ヒ
四
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
）

　
国
噛
ω
、
ω
㊤
3
ω
挿
。
唱
●
9
叶
こ
マ
一
〇
〇
陛
持

　
南
ア
フ
リ
占
，
で
の
市
民
生
活
を
規
制
す
る
各
種
の
法
律
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
φ
ψ
ω
8
訂
し
玄
α
4
3
8
■
＜
昌
H
を
参
照
。

　
バ
ス
法
の
適
用
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
　
国
8
0
旨
9
浮
Φ
ω
℃
8
巨
O
o
目
ヨ
葺
8
9
3
0
勺
畠
含
窃
。
賄
》
冨
洋
ぎ
箆
亀
旨
o
O
o
＜
o
ヨ
・

ヨ
。
暮
a
甚
O
勾
ε
偉
9
0
9
ω
O
仁
浮
＞
隷
8
し
8
ω
（
南
ア
フ
リ
カ
問
題
懇
話
会
訳
・
刊
『
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
現
実
－
南
ア
日
・
リ
ム
、
共

和
国
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
に
関
す
る
国
連
特
別
委
員
会
報
告
』
一
九
六
四
年
）
邦
訳
第
一
分
冊
六
四
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

　
南
ア
共
和
国
に
お
け
る
年
間
逮
捕
者
数
に
つ
い
て
は
正
確
な
数
字
は
得
ら
れ
な
い
が
、
前
掲
国
連
特
別
委
員
会
報
告
が
示
す
パ
ス
法
関
係
の
有

罪
判
決
だ
け
で
も
年
間
四
G
万
人
ほ
ど
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
、
逮
捕
者
総
数
が
年
間
百
万
人
を
越
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
．
の
ほ

と
ん
ど
が
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
全
ア
フ
リ
カ
人
の
一
〇
人
に
一
人
は
毎
年
逮
捕
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
ψ
ω
需
訂
｝
o
℃
・
9
什
‘
唱
b
、
二
一
占
一
ω
‘

　
旨
名
＆
良
即
8
■
9
f
℃
マ
刈
甲
O
。
O
（
邦
訳
一
一
四
～
一
二
一
ぺ
ー
ジ
）
。

　
農
場
監
獄
に
つ
い
て
、
南
ア
政
府
は
そ
の
実
態
の
公
表
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
い
薯
O
ま
銃
O
P
g
f
マ
O
㎝
（
邦
訳
九
九
ペ
ー
ジ
）
。

1
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
一

、
一
二



1
論

文
一

二
二

三
　
移
動
労
働
制
度
の
実
態

　
ω
　
移
動
労
働
制
度
の
ア
フ
リ
カ
的
諸
特
徴

　
前
資
本
制
的
な
生
産
関
係
を
打
破
し
て
新
た
な
賃
労
働
者
を
創
出
す
る
過
程
で
、
自
給
自
足
的
な
農
民
に
た
い
す
る
土
地
収
奪
、
現
金

課
税
、
強
制
労
働
が
強
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
端
初
的
に
は
出
稼
ぎ
的
な
移
動
労
働
が
賃
労
働
の
初
期
的
な
形
態
と
し
て
発
生
す
る
こ
と

は
け
っ
し
て
特
殊
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
は
、
そ
れ
が
「
制
度
」
（
．
鴇
．
け
①
ヨ
）
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
政

策
的
に
固
定
化
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
最
大
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
た
め
他
の
歴
史
的
経
験
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

つ
か
の
重
要
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
こ
の
移
動
労
働
の
推
進
主
体
が
、
帝
国
主
義
的
進
出
を
と
げ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
資
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
は
、
帝
国
主
義
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配
の
重
要
な
環
と
し
て
形
成
さ
れ
、

維
持
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
原
住
民
指
定
地
政
策
を
重
要
な
基
礎
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
を
支
え
え
な
い

原
住
民
指
定
地
の
設
定
は
、
そ
こ
に
住
む
ア
フ
リ
カ
人
成
人
男
子
を
移
動
労
働
者
と
し
て
引
出
す
だ
け
で
は
な
い
。
原
住
民
指
定
地
に
お

け
る
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
の
温
存
は
、
一
方
で
は
、
共
同
体
的
相
互
扶
助
の
慣
習
を
利
用
し
て
、
移
動
労
働
者
の
賃
金
を
単
身
者
の
賃

金
と
し
て
最
低
限
度
に
押
下
げ
る
テ
コ
と
な
り
、
他
方
で
は
、
族
長
支
配
を
通
じ
て
、
帝
国
主
義
支
配
に
よ
る
民
族
矛
盾
を
隠
蔽
す
る
手

段
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
移
動
労
働
制
度
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
都
市
化
、
脱
部
族
化
の
阻
止
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
リ
カ
人
の
挙
家



移
住
は
許
さ
れ
ず
、
移
動
労
働
に
参
加
で
き
る
の
は
成
人
男
子
に
限
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
雇
用
先
で
あ
る
農
場
、
鉱
山
、
都

市
で
の
労
働
が
も
っ
ぱ
ら
不
熟
練
の
筋
肉
労
働
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
っ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
以
上
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
賃
労
働
者
の
階
級
的
定
着
を
防
ぎ
、
彼
ら
の
低
賃
金
、
不
熟
練
、
無
権
利
の
状

態
を
固
定
化
し
て
お
く
た
め
に
、
雇
用
期
間
を
六
カ
月
な
い
し
一
年
程
度
に
限
り
、
そ
の
後
は
必
ず
家
郷
に
帰
る
よ
う
に
強
制
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
人
移
動
労
働
者
は
、
そ
の
労
働
生
涯
の
間
た
え
ず
家
郷
と
雇
用
地
の
問
を
往
復
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
雇
用
先
は
む
し
ろ
意
図
的
に
変
更
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
移
動
労
働
制
度
は
、
基
幹
労
働
力
の
流
出
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
人
社
会
に
お
け
る
人
口
の
極
端
な
不
均
衡
を
つ
く
り
だ
し
、

そ
れ
が
指
定
地
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
人
経
済
の
全
面
的
な
破
綻
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
移
動

労
働
の
必
要
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
六
に
、
移
動
労
働
は
一
領
土
内
に
限
ら
れ
ず
、
国
境
を
越
え
て
も
多
く
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
ア
フ
リ
カ
人
の
旅
行
は
し
ば
し
ば

徒
歩
に
よ
っ
て
い
る
。

　
第
七
に
、
国
際
的
な
移
動
労
働
に
関
連
し
て
、
移
動
労
働
制
度
が
し
ば
し
ば
当
局
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
移
動
労
働
者
の
確
保
は
当
局
の
重
要
な
課
題
（
国
際
的
義
務
）
と
な
り
、
こ
こ
に
も
移
動
労
働
が
実
質
的
な
強
制
労
働
と
な
り
う

る
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
旨
≦
o
ま
す
＞
窪
8
P
o
o
O
（
邦
訳
一
二
四
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

　
②
　
全
大
陸
的
に
存
在
す
る
移
動
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
こ
う
し
た
移
動
労
働
は
全
大
陸
的
に
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
目
的
地
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
1
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



1
論

⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
　
　
　
文
ー

セ
ネ
ガ
ル
、
ガ
ン
ビ
ア
の
落
花
生
農
園

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
金
鉱
、
コ
コ
ア
農
園

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
農
業
地
帯

コ
ン
ゴ
・
カ
タ
ン
が
鉱
山

南
ロ
ー
デ
シ
ア
鉱
山
地
帯

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ァ
ー
ル
（
南
ア
）
金
鉱
地
帯

タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
の
サ
イ
ザ
ル
農
園

ケ
ニ
ア
農
業
地
帯

ウ
ガ
ン
ダ
農
業
地
帯

二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
り

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
働
く
移
動
労
働
者
の
数
は
年
に
二
、
三
百
万
人
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
局
の
各
種
の
統
制
を
の
が
れ
て
無

許
可
で
移
動
労
働
に
参
加
す
る
も
の
が
相
当
に
お
り
、
ま
た
移
動
労
働
が
一
時
的
、
季
節
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
生
ず
る
大
き
な
労
働
力

プ
ー
ル
の
存
在
を
も
計
算
に
い
れ
る
と
、
そ
の
数
は
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
総
数
（
約
一
、
五
C
O
万
人
）
の
半
数
以
上
に
は
な
る
で
あ
ろ

ハ
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

う
。
そ
し
て
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
フ
リ
カ
人
の
移
動
労
働
に
つ
い
て
は
、
白
人
の
入
植
が
す
す
み
、
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
あ
り
　
原
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

指
定
地
政
策
の
す
す
ん
だ
地
域
（
南
部
つ
い
で
中
央
・
東
ア
フ
リ
カ
）
ほ
ど
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

　
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
鉱
山
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
大
量
の
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
こ
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
、
一
方
で
は
域
内
で
の
原
住
民
政
策
と
し
て
、
原
住
民
指
定
地
、
現
金
課
税
、
強
制
労
働
の
政
策
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ロ

行
ず
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
広
く
南
部
ア
フ
リ
カ
全
体
に
わ
た
る
労
働
力
徴
募
を
組
織
的
に
行
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
現
在
、
移
動
労



働
制
度
は
南
ア
に
お
け
る
労
働
肇
の
轟
程
と
な
・
て
お
り
、
鉱
山
で
の
お
よ
そ
四
（
）
万
人
、
臭
鷺
お
二
（
島
人
以
上
、
商
工

業
運
筆
お
黍
く
は
あ
る
が
そ
の
割
合
の
不
要
労
働
票
移
動
蕩
蒼
し
て
働
い
て
い
を
い
貌
る
．
と
は
裟

お
撃
墜
定
時
を
と
っ
た
場
建
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
警
保
障
す
る
あ
も
て
、
南
ア
国
内
に
百
万
人
以
上
、
近
隣
彊
威

旨
万
人
・
合
わ
せ
て
言
万
人
呈
の
労
働
力
で
ル
が
あ
を
葺
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
籍
鑑
に
薄
農
人
畢
の
雰
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ

ど
が
つ
ね
に
指
定
地
外
に
出
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

バ
ス
ト
ラ
ン
ド
・
ベ
チ
・
ア
ナ
ラ
ン
ド
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
あ
旧
イ
ギ
リ
ス
高
等
弁
誓
領
は
、
そ
れ
自
体
が
南
ア
フ
リ
カ
に
と
っ
て
の

第2表　南アフリカ1国外からの労働力の流入

　　　　　　　　　　　　　（1957．6．30現在）

　国名人数i割合
ノくストランド　　283，938　　37％

モザンビーク　 199，524　　26

ニアサランド　　84，4141　11
南北・一デシアi　69，0661　　9
ベチュアナランド　1　　61，392…　　8

スワジランド146，・441　6

アンゴラ　8，441　L1
南西アフリカ…　6，9071　0・9

その他17，67411合　　計1767・4・・1一堕一一

　出所：The　Year　and　Guide　to　Southem

　　　Africa，1962，P．116（藤田弘二編『アフ

　　　　リ■り経済の諸問題』1964年，322ヘージ）。

原
住
民
指
定
地
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
、
こ
れ
ら
三
地
域
は
現
在
す

で
に
「
独
立
国
」
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
地
理
的
に
南
ア
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
的
に
も
関
税
同
盟
な
ど
に
よ
っ

て
南
ア
に
深
く
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
バ
ス
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
支
配
と
族
長
支
配
が
結
び
つ
き
、
一
般
農
民
の
大
部
分
が

ご
く
わ
ず
か
（
二
王
ー
カ
ー
以
一
下
）
の
土
地
し
か
も
た
ず
、
一
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ

の
農
民
は
全
く
土
地
を
も
た
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
土
地
不
足

と
人
頭
税
の
結
果
、
成
人
男
子
の
半
分
は
つ
ね
に
南
ア
に
働
き
に
出

て
い
襯
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
憲
、
優
良
地
や
鉱
物
地
帯
の
す
べ

て
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
占
領
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
人
の
九
〇
・
。

が
住
み
全
土
の
六
二
％
に
あ
た
る
原
住
民
指
定
地
か
ら
は
、
成
人
男

1
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－



　
一
論

ド
者
■

文
1

　
　
　
一

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
も
ま
た
、

働
力
の
供
給
に
つ
い
て
、

更
新
さ
れ
、
さ
ら
に
四
三
年
に
改
訂
さ
れ
た
。

し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
南
ア
の
鉱
山
会
社
は
、

も
ま
た
年
に
一
〇
シ
リ
ン
グ
の
手
数
料
を
支
払
う
。

　
　
ハ
ぼ
ロ

っ
て
い
る
。
し
か
し
実
数
は
さ
ら
に
多
■
い
う
え
、

力
人
の
数
は
、

は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
出
身
者
で
あ
る
。

一
五
、

第3表　ベチュァナランド

　　　　からの移動労働者

　年度　　　　入　　数

　1947・…・・一…・3，300●

　1948・………・・14，000※

　1949一………・17，000※

　1950…一・甲一・17，500※

　195！一一……17，000※

　1952・……・・…24，000

　1953…………23，000

　1954一・一・一■一・21，000

　1955…………21，000
1

　1956一…一15，000
1

塑南アの鉱山に働きに行っ

　た数
※南ア連邦に出かけて行っ

　た数
出所：J．Woddis，Africa－

　　　The　Roots　of　Re、

　　　volt，P．84（邦訳126

　　　ページ）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
労
働
者
の
も
っ
ぱ
ら
の
給
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
ア
当
局
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
と
の
間
に
協
定
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
は
年
に
一
〇
万
人
の
ア
フ
リ
カ
人
を
南
ア
に
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
者
一
人
あ
た
り
一
ポ
ン
ド
一
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
手
数
料
を
支
払
い
、
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し
て
二
一
二
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
政
府
の
手
に
入
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
鉱
山
以
一
外
の
分
を
ふ
く
め
る
と
、
　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
南
ア
に
働
き
に
行
く
ア
フ
リ

　
　
　
　
　
実
際
に
は
お
そ
ら
く
二
（
）
万
人
を
越
え
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
南
ア
の
鉱
山
で
働
く
ア
フ
リ
カ
人
の
三
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
ま
た
、
一
九
一
四
年
以
来
の
南
ロ
ー
デ
シ
ア
と
の
同
様
の
協
定
に
よ
っ
て
、
毎
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
ロ

　
　
　
○
○
（
）
人
の
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
を
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ロ

　
そ
し
て
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
も
も
っ
ぱ
ら
の
労
働
力
輸
出
国
で
あ
る
。
　
一
九
五
四
年
に
は
、
雇
用
に
適
し
た
三
八
万
人
の
成
人
男
子
の
う

ち
、
ほ
ぼ
一
六
万
人
す
な
わ
ち
四
二
％
が
国
外
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
ズ
）
万
人
は
南
ロ
ー
デ
シ
ア
で
、
四
万
人
は
南
ア
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
六

子
の
三
分
の
一
ほ
ど
が
南
ア
や
南
ロ
ー
デ
シ
ア
に
働
き

　
　
　
　
ハ
ゆ
ロ

に
で
て
い
る
。
ま
た
土
地
の
半
分
以
上
を
白
人
入
植
者

に
占
め
ら
れ
て
い
る
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
で
は
、
毎
年
二
万

六
千
人
以
上
の
ア
フ
リ
カ
人
農
民
が
国
内
や
南
ア
の
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ロ

人
の
も
と
で
働
い
て
お
り
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
の
成
人
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
ロ

子
の
二
五
～
三
〇
％
が
南
ア
で
働
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
南
ア
の
金
鉱
山
に
た
い
す
る
労

　
そ
れ
は
一
九
〇
九
年
に
成
立
し
、
そ
の
後
二
八
年
に
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一
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
、
岐
－

ま
た
芳
人
晃
・
ー
デ
シ
ア
で
、
雇
用
さ
れ
て
い
た
．
第
4
表
は
域
外
へ
の
移
動
労
働
の
一

　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ

端
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
で
は
、
一
雇
用
労
働
者
の
半
数
近
く
（
お
よ
そ
二
五
万

人
）
が
国
外
か
ら
の
移
動
労
働
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
、
北

ロ
ー
デ
シ
ア
な
ど
か
ら
来
て
い
る
。
ま
た
北
ロ
ー
デ
シ
ア
で
は
、
雇
用
労
働
者
の
一
、
［
○
％
以

上
が
国
外
労
働
者
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
労
働
力
を
国
外
に
出
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
内
で
の
移
動
労
働
も
ふ
く
め
る
と
、
や
は
り
強
健
な
男
子
の
三
分
の
一
な
い
し
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
リ

分
は
移
動
労
■
働
に
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
様
な
こ
と
は
東
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
毎

年
六
万
人
が
国
外
福
建
行
き
、
約
5
万
人
（
ル
ア
ン
ダ
、
ウ
ル
ン
デ
ィ
、
コ
ン
ゴ
か

ら
）
が
働
き
に
来
る
。
こ
こ
で
は
綿
繰
り
工
場
の
雇
用
者
の
九
〇
％
、
鉱
山
で
の
四
二
％
、

砂
糖
・
木
材
・
サ
イ
ザ
ル
麻
企
業
で
の
二
九
％
が
移
動
労
働
者
で
あ
る
。
ま
た
タ
ン
ガ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ね
ロ

カ
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
が
見
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
西
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
旧
イ
ギ
リ
ス
領
、
旧
フ
ラ
ン
ス
領
の
別
な
く
、
鉱
山

で
の
約
一
〇
万
人
を
は
じ
め
、
農
林
業
で
も
と
く
に
収
獲
期
に
は
国
内
的
、
国
際
的
な
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ロ

労
働
が
数
十
万
人
の
規
模
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
・
南
ア
金
鉱
山
地
帯
の
鉱
夫
の
三
分
の
二
は
国
外
か
ら
来
て
い
る
。
南
口
t
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
」
七



　
　
一
論
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
八

シ
ア
の
労
働
力
の
半
分
近
く
も
国
外
労
働
者
で
あ
り
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
労
働
力
の
大
部
分
も
移
動
労
働
者
で
あ
る
。
ま
た
ガ
ー
ナ
に
お
け
る

不
熟
練
労
働
者
の
約
半
分
は
国
外
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
コ
コ
ア
の
収
獲
期
に
雇
わ
れ
る
労
働
者
の
大
部
分
は
移
動
労
働
者
で
あ
る
。
さ

ら
に
ま
た
北
。
ー
デ
シ
ア
の
ア
フ
リ
カ
人
鉱
山
労
働
者
の
四
分
の
一
は
域
外
か
ら
来
て
い
る
。
　
つ
ま
り
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
大
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

鉱
山
労
働
者
の
主
要
な
部
分
は
移
動
労
働
者
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
逆
の
方
向
も
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
強
健
な
男
子
の
半
分
以
上
が
そ
こ
を
離
れ
て
お
り
、

ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
や
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
で
は
成
人
男
子
の
二
五
～
三
〇
％
が
国
を
あ
け
て
い
る
。
ま
た
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
の
雇
用
に
適
す
る

も
の
の
四
〇
％
が
国
外
で
職
に
つ
い
て
お
り
、
南
部
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
成
人
男
子
の
四
〇
％
以
上
も
域
外
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
た
め
に
働

い
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
境
内
に
お
け
る
農
村
か
ら
白
人
支
配
下
へ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
翻
酬

　
こ
う
し
た
広
範
な
移
動
労
働
の
存
在
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
独
立
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

〔
5
）

　
西
野
照
太
郎
『
鎖
を
断
つ
ア
フ
リ
カ
』
二
三
ペ
ー
ジ
、

　
『
産
業
貿
易
研
究
』
第
一
四
号
、
八
三
べ
t
ジ
。

　
西
野
、
前
掲
書
、
二
二
ペ
ー
ジ
。

　
後
に
み
る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
人
都
市
人
口
は
い
ま
だ
大
き
く
な
く
、
ま
た
農
村
で
の
ア
フ
リ
カ
人
男
子
の
不
在
率
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
な

ど
か
ら
み
て
、
こ
う
し
た
推
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
後
出
第
5
表
を
参
照
。

　
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
八
八
七
年
に
は
じ
め
て
鉱
山
会
議
所
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
一
九
〇
一
年
に
は
ウ
ィ
引
ト
ワ
ォ
タ
ス
ろ
ン
ド
原
住



　
民
労
働
協
会
（
W
N
L
A
）
ニ
ニ
年
窪
窪
巖
募
会
社
（
N
R
C
）
穀
織
、
。
墾
呂
．
薯
P
陣
∫
や
ル
ト
づ
ル
領
東
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ロ
ー

　
　
デ
シ
ア
』
ア
；
ン
碁
活
動
し
・
後
者
は
南
ア
葬
内
と
イ
ギ
翌
高
等
霧
官
領
（
バ
ス
ト
ラ
ン
．
、
，
、
ベ
ヂ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
、
ス
ワ
ジ
ラ

　
　
乙
で
活
動
≧
（
雰
響
げ
。
－
暮
9
善
昌
・
§
弩
・
吾
三
ω
。
－
一
§
．
そ
し
て
労
働
力
の
徴
募
と
そ
の
各
企
業
へ
の
雰

　
　
を
独
占
轄
行
な
う
こ
鷲
の
ト
ラ
ス
心
崎
、
南
部
ア
フ
ー
ヵ
重
夏
の
ぼ
る
肇
組
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
（
p
．
グ
ル
ト
ワ
「
南
ア
フ
リ

　
　
蓬
邦
へ
の
誓
嵩
力
移
動
毛
八
丁
ソ
）
．
套
南
ア
の
金
鉱
山
で
は
す
で
に
裏
話
短
詩
万
人
、
九
九
年
に
は
ξ
万
人
近
く

　
　
の
ア
フ
リ
カ
人
鉱
場
働
者
が
婁
（
。
≧
U
§
ざ
月
琶
§
ω
琶
。
量
＆
四
同
一
p
ω
。
仁
け
；
団
『
一
。
㊤
葛
①
言
・
置
．

　
　
　
U
●
＝
■
＝
o
⊆
の
耳
o
P
↓
幕
ω
o
昌
げ
＞
隷
。
昌
国
8
コ
。
ヨ
ざ
P
o
o
S

　
　
　
H
σ
こ
こ
℃
■
Q
o
伊

　
　
　
岩
波
講
座
『
現
代
』
別
巻
1
、
一
、
一
九
七
ベ
ー
ジ
。

　
　
　
旨
名
O
＆
す
＞
艮
。
斜
P
O
。
“
（
邦
訳
一
二
七
へ
ー
ジ
）
。

　
　
　
岩
波
講
座
『
現
代
』
別
巻
1
、
一
、
一
九
．
五
ベ
ー
ジ
。

　
　
　
引
回
溜
剛
、
　
、
一
一
、
一
九
山
ハ
ヘ
ー
ジ
。

　
　
　
ト
薫
。
＆
び
8
●
o
一
f
P
o
o
癖
（
邦
訳
一
二
七
へ
ー
ジ
）
。

　
　
　
国
■
ω
ぎ
身
。
℃
喜
も
曙
一
ω
手
あ
労
働
力
供
給
に
蓉
ρ
…
付
薬
集
つ
い
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
嵩
力
輸
入
の
代
償
と
し
て
南

　
　
ア
政
府
は
・
ヨ
八
二
ブ
ル
グ
碧
へ
の
海
外
か
お
輸
入
の
唱
蓋
鷺
諄
ン
ビ
ー
ク
の
ロ
レ
ン
ッ
マ
ル
ケ
ス
港
で
蕩
げ
す
る
こ
と
、

　
　
年
間
一
酉
万
箱
の
シ
き
ン
を
モ
サ
ン
で
ク
か
為
人
す
る
！
で
あ
る
．
↓
、
い
卸
』
∫
や
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
当
曇
、
収
税
吏
を
南
ア
に
駐
在
、
。

　
　
せ
・
蟄
さ
発
議
者
髪
い
す
る
賃
金
を
叢
っ
て
、
彼
ら
が
帰
国
し
て
か
麦
払
う
・
し
と
髪
っ
て
い
る
．
こ
れ
に
よ
っ
て
当
疑
、
移

　
　
動
労
働
者
の
掌
握
が
で
き
る
と
と
畠
・
多
額
の
運
用
資
金
を
利
用
す
を
と
が
で
｝
。
る
の
で
あ
る
．
磐
モ
一
、
ン
ジ
、
，
，
ウ
団
一
お
い
て
は
、
南
緯

　
　
二
二
度
以
内
が
南
ア
ヘ
の
独
占
的
な
労
働
力
供
給
地
と
な
つ
一
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

　
－
黒
ア
ワ
リ
（
、
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
1

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）



一
論
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
∴
○

（
1
4
）
　
川
端
正
久
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
主
義
の
経
済
的
側
面
－
強
制
労
働
と
同
化
政
策
を
中
心
と
し
て
」
　
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
『
ア
ジ

　
　
ア
．
ア
フ
リ
カ
研
究
』
一
九
六
六
年
五
月
号
所
収
）
五
〇
～
五
一
ベ
ー
ジ
、

　
　
　
P
・
ダ
ル
ト
ワ
「
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
へ
の
鉱
山
労
働
力
移
動
」
七
八
へ
ー
ジ
、

　
　
　
ニ
ン
ク
ル
マ
『
ア
フ
リ
カ
は
統
一
す
る
』
五
六
～
六
六
ペ
ー
ジ
、

　
　
　
ガ
ン
升
1
『
ア
フ
リ
カ
の
内
幕
』
H
、
　
二
」
一
六
～
ご
一
七
ベ
ー
ジ
、

　
　
　
エ
ム
・
イ
．
ブ
ラ
ギ
ン
ス
土
、
1
「
ア
フ
リ
カ
植
民
地
諸
国
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
と
労
働
組
合
運
動
に
つ
い
て
」
　
（
『
現
代
ア
フ
リ
カ

　
　
の
政
治
と
経
済
』
所
収
）
三
〇
六
へ
ー
ジ
。

（
1
5
）
　
一
九
五
三
年
か
ら
一
〇
年
間
存
続
し
た
中
央
ア
フ
リ
カ
連
邦
（
ロ
ー
デ
シ
ア
・
ニ
ア
サ
コ
ン
ド
連
邦
）
は
、
黒
い
労
働
力
（
ニ
ア
サ
ラ
ン
ド
）

　
　
と
黄
色
い
鉱
物
（
北
ロ
ー
デ
シ
ア
）
と
白
い
資
本
（
南
・
ー
デ
シ
ァ
）
の
結
合
と
い
わ
れ
、
南
口
ー
デ
ン
ア
の
白
人
資
本
に
よ
る
政
治
的
・
経
済

　
　
的
支
配
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
6
）
．
（
1
7
）
．
（
1
8
）
　
い
ゑ
。
島
島
即
。
マ
9
f
ロ
P
o
o
O
I
o
o
O
（
邦
訳
一
一
、
九
～
二
一
ユ
一
五
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
1
9
）
　
い
≦
o
ま
P
3
箆
こ
マ
。
。
O
（
邦
訳
一
三
四
ベ
ー
ジ
）
、

　
　
　
藤
田
弘
一
、
一
編
『
ア
フ
リ
カ
経
済
の
諸
問
題
』
　
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
　
一
九
六
四
年
）
二
四
六
へ
ー
ジ
。

（
2
0
）
．
（
2
1
）
　
ト
≦
o
ま
び
8
■
9
f
℃
・
一
〇
“
（
邦
訳
一
五
八
～
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
状
態

　
以
上
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
の
成
立
要
因
と
実
態
に
つ
い
て
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
こ
の
移
動
労
働
制

度
と
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
状
態
と
の
関
係
、
　
つ
ま
り
移
動
労
働
制
度
が
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
状
態
を
い
か
に
規
定
し
て
い
る
か
に
つ



　　　第5表　　アフリカにおける人的資源と雇用

　　　　　　　　　　潜在的な人的資源　　　　　雇用総数　　　（bl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）一％

　　　　　　　男子女子1計（a！　⑥．
酉アフリカ13，18・，979－15，314，533－28・495・512　571・836　2

r映アフ1」カ5，798，625巧，914，・・141，733・477－913・120　5・23

東アフリカ　6，873，075－7，960，002　15・050・853　1・108・172　　7・36

南アフリカ　3，355，284　3，343，410－6・703・294…5・849・125　87・26

　　言＋　129，2・7，96332・531・946…61・983・136：8・142・253一一一1芝・14

出所l　J．Woddis，Africa－The　Roots　of　Revolt・P・115（邦訳174ーミージ）。

一
粟
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－

い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

①
賃
労
働
の
性
格

　
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
賃
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
、
一
応
こ
れ
を
一
、
五
〇
C
万
人
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
移
動
労
働
の
広
範
な
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら

の
多
く
は
賃
労
働
参
加
者
で
あ
る
と
同
時
に
農
民
で
も
あ
り
う
る
こ
と
、
ま
た
一
応
は

都
市
に
定
着
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
も
そ
の
多
く
の
場
合
に
帰
還
し
う
る
農
村
（
共
同

体
）
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
賃
労
働
者
の

範
囲
と
規
模
を
確
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
人
が
賃
労
働
に
参
加
す
る
程
度
は
、
白
人
入
植
の
程
度
に
比
例
し
、
南
ア

フ
リ
カ
が
圧
倒
的
に
高
く
、
つ
い
で
東
ア
フ
リ
カ
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
西
ア
フ
リ
カ
の

順
に
な
っ
て
い
る
（
第
5
表
）
。
ま
た
こ
れ
を
各
国
別
の
男
子
に
つ
い
て
み
た
の
が
第

6
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
雇
用
労
働
者
の
比
率
の
高
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
内
産
業
の

発
展
よ
り
も
、
む
し
ろ
移
動
労
働
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
第

7
表
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
一
般
に
賃
金
労
働
、
賃
金
所
得
の
割
合
が
大
き
い
地
域
ほ
ど

移
動
労
働
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
人
賃
労
働
者
の
部
門
別
分
布
を
み
る
と
、
第
8
表
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
表
で
は
、
大
き
な
数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
農
業
労
一
働
者
が
扱
わ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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第6表 雇用労働者の数（1955年）

　　　男子就業者
名

　　　　　　taジ

雇　　用　　労

数　　噸

働　　者
15「

　　　9ε〔a〕

ア　　　ン　　　ゴ　　　ラ

ベルギ一領コンゴ
仏領赤道アフリカ

仏領西アフリカ

ア
ァ
ル
ク
ア
ア
ド

　
　
カ
』
リ
シ
ン

ビ　
　
ス
　
ビ
　
　
エ
　
ヂ
　
ラ

　
ニ

　
　
、
ガ
　
ン
　
ジ
　
　
【
　
サ

、
一

　
　
ダ
ザ
イ
ロ
ア

ガ
ケ
マ
モ
ナ
北
二
ルアンダ・ウルンデイ

シ　ェ　ラ・レ　オネ

南　ロ　一　デシア
タ　　ン　　ガ　　ニ　　一　　カ

ウ　　ガ　．ン　　ダ
出所二

　　p．666（『現代ア’フ

国

　　　　　　1

カの政治と経済』302ヘージ）。

1，036，750

3，140，500：

1，166，250

4，666，000　1

　71ナ250

1，453，750

1，194，000i

1，507，500－

7，813，500－

　521，250：

　640，000：

1，090，500

　512，500

　600，000

2，051，250

1，325，000

　400，921

1，206，043

　154，754－

　372，500－

　4，823－

　434，577－

247，562：

　542，746　－

　3ig，755

　252，937　－

　289，123

　232，767

　41，619

　267，286

　389，220

225453i
　　，

6
3
2
9
7
9
7
0
0
4
1
3
1
5
9
0

8
8
3
7
6
9
6
6
0
8
5
1
8
4
8
7

3
3
！
　
　
2
2
3
4
4
4
2
　

4
1
1

African　Labour　Survey，International　Labour　Office，Geneva，1958，

第7表

宮

アフリカ入労働力の使用　■■一アヴ1アカ人住民
一区分（一1－！オ以上の男子）一一．、　の現金所得

　商品生産　　　　　自給総所得賃金所その他
　一一”『一一一　　計　　　　〔100万得の割の所得
アフリカ1賃金　　　　経済　ドル）合　　の割合
人経済労働

　
　
　
　

　
度
度

　
年
年

　
・
1
　
6

　
醍
ノ
　
ζ
ノ

　
パ
ゆ

　
O
　
r
～

ア
9
5
ト

，
O
ス

　
　
【

エ
　
コ

“
ン　

　
ド

　
　
レ

イ
　

ノ

　
　
一

ナ
　
ゴ

ウ　　ガ　　！

、．

[
ロ

方
南
ケ

帯
ロ

太
一
ヒ

室
料
ゴ

出所

ガニ

　デシ

ア　フ　1，1

ダ
（1948一’50年）一

力（1952年）

ア（1950年）

ア

（1947～50年）

力　全　体

アー■■（！952年）

39％　4％43％57％627　10％90拓
64　　　　15　　　　79　　　　21　　　　226　　　　8　　　　92

29　　12　　41 59　　　　　108　　　24　　　　　76

18　　19　　37　　63
9　　　　40　　　　49　　　　51　　　　　78　　　89　　　　11

5　　　　25　　　　30　　　　70　　　　　50　　　74　　　　26

27　　　　13　　　　40　　　　60

一一一』「一デシ■　　　　　　　　一一一一一一　　　　一　一一一一一一　一　4季　　95　－　5

：UN，Enlargement　of　the　Exchange　Economy　in　Tropical　Africa，
　1954（藤田弘二編『アフリカ経済5）諸問題』136～137・、一ジ）。
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こ
と
、
ま
た
比
較
的
大
き
な
比
率
を
占
め
る
製
造
業
も
南
ア
連
邦
と
い
う
例
外
的
な
存
在
に
大
き
く
依
存
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
第
一
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
召
使
い
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
が
全
体
の
約
三
（
㌧
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
主
要
な
臼
人
入
槙
地
で
あ
る
南
ア
連
邦
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
な
ど
で
大
き
な

数
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
重
要
な
の
は
採
取
産
業
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
鉱
業
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
鉱
物
資
源

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
進
出
の
一
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
以
上
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
鉱
業
に
関
連
し
て
運
輸
業
や
商
業
が
重
要
に

な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
た
め
の
建
築
業
、
建
設
業
が
重
要
に
な
っ
た
。
ま
た
関
連
工
業
も
建
設
さ
れ
、
植
民
地
統
治
の
拡
大
に
つ
れ
て

政
府
機
関
も
拡
充
さ
れ
た
。
第
8
表
に
み
る
こ
う
し
た
労
働
力
の
配
分
は
、
植
民
地
経
済
の
特
徴
を
一
、
小
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
植
民
地
経
済
の
一
方
の
柱
は
農
業
で
あ
る
。
第
9
表
で
は
農
林
業
が
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
を
個
別
領

土
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
五
二
％
、
ケ
ニ
ア
四
二
％
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
三
九
％
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
高
い
比
率

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
工
業
労
働
者
は
全
体
の
約
一
〇
％
で
あ
る
が
、
地
域
的
な
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
工
業
は
全
体
と
し
て
農
・
鉱
業
の

補
助
的
産
業
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
お
お
む
ね
軽
工
業
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
鉱
業
は
工
業
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
人
賃
労
働
者
の
う
ち
、
鉱
業
や
農
業
、
さ
ら
に
召
使
・
サ
ー
ビ
ス
業
そ
の
他
の
補
助
的
な
職
業
に
従
事
す
る

割
合
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
が
基
本
的
に
は
植
民
地
的
な
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
彼
ら
の
主
要
な
部

分
が
移
動
労
働
者
で
あ
る
こ
と
と
照
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
移
動
労
働
制
度
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
都
市
化
、
脱
部
族
化
、
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
化
を
阻
止
す

る
と
い
う
狙
い
を
も
っ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
人
の
都
市
化
に
関
す
る
数
字
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

フ
リ
カ
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（
約
四
〇
〇
万
人
）
の
七
五
％
と
、
　
ア
ジ
ア
人
と
ア
ラ
ブ
人
（
合
わ
せ
て
約
七
〇
万
人
）
の
七
〇
％

　
　
－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



主要職業に従事するアフリカ人賃金取得者の分布
…一■一

@　一薩一築業　　　　　　召使および　　　 i　　　　　　l
製造業および建運輸業　商　業　その他のサ　政府機関：　　　計　　　　　論

　　　　　設　　業　　　　　　　　一ヴィス業
　　3。，77gi42，67・337f獅51，2rO■　21，f23r・7，6261　298，9611
　　1218822ρ8914，29212，626　15，329…16，8001　1B，6571
　　　　－110，963　5，0044，962　　2，688　111621　　39，6801
　　11，77H4，7・・18，511；23，498　18，328：331352…　191・2・2一文
　　17，92335，39242，33520，579　13，129－　53，1811　240，227－t
　　167，312128，91584，46877，399　318，741　　r　　880・3531

12躯、、，，晃7，6771臥9，，3転99755，3毫1、ili騨

催…ll羅翻1養1暑§1‘，漉嘩…1§1！i

　　24，41445，4487，6256，245　28，486　48，408！　168，548t
　　19，669－16，37334，26211，428　50，946　76，334－　214，465
　　42，754i19，41134，35522，080　44，274103・709　272・031i
　436，02g1107と593－98，壇一1豊浜POL．83旦，gqg二一一一一　婁巫壁塗8塾

…面師63，4631耳・1・793i365，13711・588・9941562・46515・285・931

出所：UN∫Worid■Social　TSituation，1b57（J．雨δddis，Africa－The　Roots　of

　　　RevoltンP、118，邦訳178ページ）。

　主要就業部門別アフリカ人労働力の雇用ω　　　　　　　　　　単位二週ムー一．

1鉱業・…　他　の　就　業　部　門
！　　　　　　　1　　　　　　　　召使・　　　　　　　　　　　総　計

鹸灘築護工業商業遡篠賞金解計
一113。8r－84。8134．962コ”62・1　一　一1255・5609・4962・Oi
　27．1－17．h2，14．29．15．6　8．244．4：0・7　99・3　192・713r
4111…、三33ヲ鈷111111婁11119ヲ1811i28211311一翻，4，i

　8．3－1．416．334．719、3　5．2　－95．138・56、2105　420・8
70．60．8　－10．0　　28、7　－92・1i－131・91257・5…

　37．0＿　一21．0　　3．932．0　9。7136・0　102・6　172・0（7）！
　59．5！3．743．σ52．019。010，0　93・0　0・82215458・0181
　18．3＿45．028．419．924．151．131．2　－　200・2…455・4
　5．8！＿一34．524．42．56．47．239．3一一132・2！171・2〔9）：

r瓶イ陣璽181璽17911！「0黎．評11r轡2亜81歪璽一

注（1）治外法権所有の労働者を含む。
　　（2）建築および公共事業。
　　（3）3，200人のヨーロッパ人を含む。
　　（41内7万7375人は政府，10万6963人は民間企業家によって雇用されていナニ。　三

　　（5）　漁業を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
　　（6）召使を含む。
　　（7）他の諸領土からの3万6000人の出稼移民を含む。
　　（8）他の諸領土からの25万3000人の出稼移民を含む。
　　（9）季節的雇用だけの綿繰り業に雇用された1万8000人のアフリカ人を含む。
出所：UN，Enlargement　ofExchangeEconomy　ofTropicalAfrica・1954・P・
　　　24（J．Woddis，Africa・The　Roots　of　Revolt，P・120・邦訳180ベージ）。



第8表

採取産業関係領土および年度
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一
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ギ
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ア
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イ
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ダ
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ヤ
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一
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ゴ
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ベ
ア
モ
マ
南
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ニ
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南
■

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
高
く
、

910，278言十

第9表

年度1農業’林業名国

　
1
4
　
罰
一
［
一
個
⑤

　
乳
軌
　
一
　
　
4
ゐ
一
〇

8
2
1
0
9
　
　
生
3
乞

跳
者
斎
2
・
7
－
酒

　
4
”
0
　
　
5
之
乳
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軌
1

　
　
し
ド
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ク
　
　

　
　
　
　
　
　
1
2
　
一

　
　
　
　
i
I
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0
一
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5
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5
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一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
一

　
　
　
　
　
・
中
り
…
］

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　

ブ
か
か
ト
ヤ
で
争
茅
か
ダ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
一

ン
リ
リ
ス
　
リ
シ
シ
イ
　
㎜

コ
フ
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
十

一
領
ア
フ
コ
　
エ
デ
デ
ニ
ン
、
一
一
、
ロ

一
道
ア
．
ニ
ジ
ニ
ガ

ギ
赤
西
げ
　
　
　
ガ

ル
領
璽
イ
ロ
。
ン
㎜

べ
仏
仏
ゴ
ケ
ナ
北
南
タ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

が
都
市
住
民
で
あ
る
の
に
た
い
し
　
ア
フ
リ
カ
人
の
都
市
化
率
は
わ
ず
か
に
四
％
弱
（
約
六
C
C
万
人
）
に
す
ぎ
な
い
。
非
ア
フ
リ
カ
人

の
都
市
化
率
は
欧
米
諸
国
よ
り
も
　
　
　
一
方
ア
フ
リ
カ
人
の
極
端
に
低
い
都
市
化
率
は
他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
ア

フ
リ
カ
人
の
都
市
人
口
が
少
な
く
、
ま
た
そ
れ
が
ア
フ
リ
カ
人
賃
労
働
者
数
よ
り
も
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ア
フ
リ
カ
経
済

の
植
民
地
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
ア
フ
リ
カ
の
拡
大
し
つ
つ
あ
る
多
く
の
都
市
は
、
い
わ
ゆ
る
工
業
都
市
で
は
な
く
、
商
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
エ
リ

交
通
、
行
政
な
ど
の
機
能
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
労
働
者
も
ぶ
く
め
て
、
ア
フ
リ
カ
人
質
労
働
者
の
性
格
は
、
一

層
殖
民
地
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
移
動
労
働
制
度
が
い
ま
だ
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
賃
労
働
は
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
植
民
地
的
な
の
で
あ
る
。

　
　
1
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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文
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一
、
一
二
ハ

　
（
1
）
　
旨
妻
。
ま
黄
＞
隷
8
一
℃
マ
一
国
？
旨
『
（
邦
訳
一
八
七
～
一
九
〇
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

　
②
　
低
賃
金
、
不
熟
練
、
無
権
利

　
移
動
労
働
制
度
は
、
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
低
賃
金
、
不
熟
練
、
無
権
利
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
移
動
労
働
制
度

は
、
雇
用
期
間
を
半
年
な
い
し
一
年
に
限
り
、
　
つ
ね
に
新
し
い
労
働
者
と
置
換
す
る
と
い
う
強
制
さ
れ
た
高
い
労
働
力
異
動
（
5
σ
o
弩

言
ヨ
。
＜
R
）
を
前
提
と
し
、
ま
た
ア
フ
リ
カ
人
移
動
労
働
者
の
背
後
に
原
住
民
指
定
地
（
農
村
居
住
地
）
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
原
住
民
指
定
地
の
存
在
は
、
成
人
男
子
の
移
動
労
働
者
に
た
い
し
て
、
単
身
者
と
し
て
の
極
端
な
低
賃
金
を
強
制
す
る
こ
と
を
容

易
に
し
、
ま
た
雇
用
地
で
の
住
宅
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
厚
生
施
設
を
切
り
つ
め
、
移
動
労
働
者
に
た
い
す
る
あ
ら
ゆ
る
保
障
を
そ
の
家

族
や
ア
フ
リ
カ
人
共
同
体
に
転
嫁
す
る
の
を
容
易
に
し
た
。
ま
た
高
い
労
働
力
異
動
は
、
労
資
双
方
に
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
ア
フ

リ
カ
人
移
動
労
働
者
の
熟
練
獲
得
の
意
義
を
失
わ
せ
、
そ
れ
が
不
熟
練
の
固
定
化
と
労
働
者
の
自
由
な
代
替
、
低
賃
金
の
固
定
化
を
も
可

能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
不
熟
練
に
つ
い
て
は
、
植
民
地
主
義
的
愚
民
政
策
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
一

般
普
通
教
育
の
拒
否
、
職
業
技
術
教
育
の
拒
否
、
熟
練
職
へ
の
雇
用
拒
否
と
い
う
事
情
も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
ま
た
高
い
労
働
力
異

動
を
と
も
な
う
移
動
労
働
は
、
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
組
織
化
と
こ
う
し
た
状
態
を
改
善
す
る
た
め
の
活
動
を
著
し
く
困
難
に
し
て
い
る

し
、
他
方
で
人
種
差
別
的
な
労
働
法
規
は
、
彼
ら
の
団
結
権
、
団
交
権
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
否
定
し
、
労
働
者
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
権
利

を
拒
否
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
　
「
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
は
、
通
常
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
一
時
間
分
以
下
の
賃
金
を
、
一
日
の
労
働
で
得
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

る
。
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
が
普
通
一
年
で
得
る
賃
金
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
普
通
の
労
働
者
が
一
月
で
得
る
賃
金
と
等
し
い
の
で
あ
る
。
」
こ

の
よ
う
に
人
種
間
に
大
き
な
賃
金
格
差
が
あ
り
、
そ
れ
は
普
通
一
〇
倍
以
上
の
差
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
臼
人
人
口
の
も
っ
と
も
多



第10表　人種間の賃金格差

　a　　北ローデシアの1時間給

職一．衝勇了㍑三又…
　　　　　　　iペンス　ペンスー
i石　 工…15・5－　132】
　　　　　　　　　　　ド
　組立工i10．5：B2一
　セメントエ　　15．5　 132！

　大工115．5132】
　塗装工　10・5－120
　水道工夫・155－　132
　電工夫112・01126
出所lAfricanLabour　Survey，P。
　　　684（『現代アフリカの政治と

　　　経済』309ページ）。

　b　　年あたり平均賃金（1958年）

1　　　　　　　…アフリ　ヨーロ
　　　　　　　　1力人1ッパ人
　　　　　　　　　ボン巳　ポンド
1南・一デシア　　　80i　995

1北ローデシア　…　　9911・273

1ニアtランド…46889
出所：『現代アフリカの政治と経済』

　　　281ぺ＿ジ。

滞
は
当
然
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
質
賃
金
の
低
下
さ
え
生
じ
て
い
る
。

で
の
実
質
賃
金
が
、
一
九
三
五
年
か
ら
六
〇
年
の
間
に
、
白
人
に
つ
い
て
は
二
二
〇
％
に
上
昇
し
た
の
に
た
い
し
、

九
七
％
に
低
下
し
た
。
ま
た
同
じ
く
民
間
製
造
業
の
場
合
に
は
、
白
人
に
つ
い
て
は
一
四
四
％
に
上
昇
し
た
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ

は
一
三
三
％
の
上
昇
で
あ
っ
た
。
ま
た
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
、

に
低
下
し
て
お
り
、
ガ
ー
ナ
の
場
合
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
七
年
ま
で
に
八
四
に
低
下
し
た
。

種
間
で
名
目
的
な
賃
金
上
昇
に
差
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
人
用
生
活
物
資
（
食
糧
な
ど
）

れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
賃
金
格
差
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
、
人
種
間
の
熟
練
度
格
差
や
就
業
職
種
の
ち
が
い
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
こ
れ
こ
そ
は
植
民
地
政
策
の
な
か
で
意
識
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
障
壁
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
人
種
差
別
が
も
っ
と
も
は
げ

　
　
一
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
、
一
七

い
南
ア
連
邦
に
つ
い
て
み
て
も
、
鉱
業
で
は
お
よ
そ

一
対
一
五
、
製
造
業
で
は
一
対
八
の
人
種
間
賃
金
格

　
　
　
　
　
　
（
2
）

差
が
存
在
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
賃
金
は
、
一
般
に

は
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
な
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
移
動
労
働
制
度
の
結
果
で
あ

る
。
は
げ
し
い
労
働
力
異
動
、
不
熟
練
の
固
定
化
、

無
権
利
状
態
と
い
う
条
件
の
も
と
で
は
、
賃
金
の
停

　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
南
ア
連
邦
で
は
、
鉱
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
白
人
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｝
、
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て

一
九
四
九
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
五
四
年
に
は
八
七

　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
の
は
、
人

　
　
　
　
　
　
の
急
速
な
価
格
上
昇
が
引
き
お
こ
さ



第11表　人種別・熟練度別に責た産業蛍働者の割合｛％）（南アフ塁力，1951午）

熟 練　　半　熟　練　　不　熟　練

1ヨー・ツパ人
ヒ

1ア　フ　リ　カ　人

：カラード，アジア人

【
フ
5
0

Ω
∪
　

－

0
0
0

3
4
3

－
『
フ
4

　
8
1

一
論

ム
・ 計 100 100 100 文

1
出所：Van　den　Berghe，South　Africa，AStudyi皿Confrict・1965・p・306・

　　　第12表　　手労働についての人種別熟練度（南ア，％）

　　　　　　　　　　　　白　　　　人
1947 1950

　
熟
熟

熟
半
不

練
練
練

81．4

16．5

2．1

82．5

15．5

2．0

1955　　　　1　　　　1956

　86．1　　1　　　　　　86畢4

　12．7　　　　　　　　　i2．5

　　　　ヨ
　1．2　1　　　　　1－1
　　　　！

ム
・

　　　　　　　　　　　　　ド
童一1　1曾0・0■1　100・0

　　　　　　　　アフリカ人

　　　　1947　　　　　　　　　1950

100．0 100．0

1955 1956

　
熟
熟

熟
半
不

練
練
緯

4．1

12．7

83．2

4．2

12．2

83．6

4．6

15．4

80．0

5・2　1

15・・1

79．8　i

A
・

二．

S 　100．0　　　　　　100．0

　　　カ　ラ　一　ド

1947　　　　　　　　　1950

100．0

1955

　100．0

1956

熟
半
不

練
緯
練

　
熟
熟

14．5

30．7

54．8

15．2

29．8

55．0

18．1

30．9

51．0

19．2
3・．11

50．7　1

ム
・ 計 100．0 100．0 100．0 100．0

ア　ジ　ア　人

1947 1950 1955 1956

　
　
　
　
一
7

　
　
　
…
一
3
0

　
　
　
　
一
μ

練
練
練
一
計
”

　
　
　
　
　

　
　
　
一
　
虚

　
熟
熟
　

丁

　
　
　
　
一
・
・

　
　
　
　
所

熟
半
不
一
合
出

31．91　　33．0
　　　　
32・2 P　3L4
35．9　　　　　　　　35．6

ioO．0　…　　　100．0

37．4

30．9

31．7

38．6

30．2

31．2

八

100．0 100．0



第13表 南ア大都市地域における不熟練労働者の平均週給

一
黒
ア
フ
リ

政府サービス 南ア鉄道・港湾

シリング　ペンス　シリング　ペンス

に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
ー

カ1ヨー・ツ猷1

民
人
ド

　
ア
［

住
ジ
ラ

原
ア
カ

じ
フ
0
4
0

4
2
n
∠
3

7
1
0
n
∠

0
1
4
3

ド
フ
2
2
3出所：E．S．Sachs，TheAnatomyofApartheid・P・176・

第14表　　教師の俸給（南ア）

1
0
5
5

初任給（平均）嘩高給（平均）

年あたりポンド1年あたりポンド1

人
人
民

。
ハツ　

色
住

口一
ヨ
有
原

375削400

255酎340
210

750

600

390

出所：Ibid。，p、178．

（注）　南アでは1950年の住民登録法（Population　Registration　Act）によ

　　って，人種別に登録されている。

　　カラードは白人と他人種との混血，

　　有色人はカラードとアジア人の総称，

　　原住民はアフリカ人（バンツー）である。

し
く
、
移
動
労
働
が
も
っ
と
も
大
規
模
な

南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
人
種
別
に
み
た
労
働

者
の
熟
練
度
に
は
っ
き
り
し
た
格
差
が
見

ら
れ
る
（
第
一
一
、
一
二
表
）
。
　
乙
れ
は

産
業
調
停
法
（
巨
象
ω
段
芭
0
8
0
ま
跨
δ
昌

＞
含
）
　
な
ど
の
人
種
差
別
立
法
に
よ
っ

て
、
熟
練
職
種
が
こ
と
ご
と
く
白
人
用
に

留
保
さ
れ
（
い
わ
ゆ
る
職
種
留
保
H
甘
げ

　
　
　
　
　
パ
さ
ロ

話
8
箋
簿
δ
コ
）
、
　
ま
た
見
習
工
法

（
＞
℃
冥
O
旨
8
8
試
℃
》
9
）
な
ど
に
よ
っ

て
ア
フ
リ
カ
人
に
た
い
す
る
職
業
技
術
訓

練
に
き
び
し
い
規
制
を
行
な
っ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ロ

と
の
結
果
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
熟
練

度
別
の
割
合
に
人
種
別
人
口
の
割
合
（
第

一
表
参
照
）
を
加
味
す
る
と
、
南
ア
に
お

け
る
人
種
差
別
は
一
層
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
同
一
資
格
（
学
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
一
論
　
　
　
文
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

や
実
習
期
間
）
の
場
合
に
も
人
種
別
に
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
事
実
で
あ
る
（
第
一
三
、
一
四
表
）
。

　
こ
う
し
た
状
態
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
共
通
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
状
態
を
制
度
的
に
保
障
す
る
土
地
法
や
労

働
立
法
は
、
本
質
的
に
は
人
種
差
別
立
法
で
あ
り
、
治
安
立
法
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
は
、
賃
労
働
者
で
あ

り
な
が
ら
、
法
的
に
は
被
用
者
の
範
ち
ゅ
う
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
労
働
基
本
権
を
否
定
さ
れ
、
ま
た
労
働
者
と
し

て
受
け
る
べ
き
一
切
の
保
護
を
与
え
ら
れ
ず
に
き
た
し
、
ア
フ
リ
カ
人
は
治
安
の
対
象
と
し
て
、
基
本
的
人
権
を
否
定
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
人
の
無
権
利
状
態
は
、
彼
ら
に
た
い
す
る
民
族
的
抑
圧
が
つ
づ
い
て
い
る
以
上
、
さ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。　

か
く
し
て
、
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
の
低
賃
金
、
不
熟
練
、
無
権
利
の
状
態
は
、
相
互
に
関
連
し
あ
う
一
体
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。
そ
れ
は
移
動
労
働
制
度
の
当
然
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
移
動
労
働
制
度
を
維
持
し
て
い
る
現
在
の
政
治
・
経
済
制
度
の
当
然
の
結
果

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
旨
≦
＆
象
即
＞
団
ユ
8
”
℃
マ
H
o
o
㎝
占
o
o
O
（
邦
訳
一
、
七
、
一
二
ヘ
ー
ジ
）
。

　
（
2
）
U
・
甲
ぎ
話
耳
。
p
↓
言
ω
2
9
》
ま
。
き
野
8
。
ヨ
ざ
℃
』
ω
。
。
よ
り
算
出
、

　
（
3
）
　
同
前
。

　
　
　
　
こ
こ
で
製
造
業
関
係
の
賃
金
が
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て
も
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
に
製
造
業
労
働
者
が
総
数
で
二
〇
方
人
か
ら
八
バ
，
万

　
　
　
人
に
増
え
、
そ
の
う
ち
ア
フ
リ
カ
人
に
つ
い
て
は
九
万
人
か
ら
四
五
万
人
へ
と
五
倍
に
増
え
た
こ
と
の
結
果
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
間
鉱
業
労
働
者

　
　
　
は
全
体
で
四
C
万
人
か
ら
六
（
）
万
人
へ
と
五
〇
拓
だ
け
増
え
て
い
る
（
南
ア
の
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
、
藤
田
弘
二
編
『
ア
フ
リ
カ
経
済
の
諸
問

　
　
　
題
』
一
、
一
〇
一
ぺ
ー
ジ
を
参
照
）
。
ま
た
、
南
ア
の
鉱
業
が
ア
フ
リ
カ
人
の
移
動
労
働
に
圧
倒
的
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も
、
　
ア
フ
リ
カ
人
鉱
山
労

　
　
　
働
者
の
賃
金
停
滞
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
理
解
さ
れ
よ
う
。



（
4
）

（
5
）

（
6
）

卜
≦
a
＆
即
O
P
g
f
P
目
零
（
邦
訳
二
七
四
ペ
ー
ジ
）
。

最
近
の
職
種
留
保
の
例
に
つ
い
て
は
、
前
書
霧
別
蛮
会
馨
、
第
券
冊
八
五
先
ρ
）
↑
、
一
、
、
山
、
“
議
田
弘
二
編
『
ア
コ
リ
＋
、
鱗

の
諸
問
題
』
、
一
・
二
七
～
、
三
二
〇
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
こ
う
し
た
人
種
差
別
的
労
働
立
法
に
つ
い
て
は
、
藤
田
編
、
前
掲
書
、
三
G
六
～
一
二
一
六
ベ
ー
ジ
を
参
照
。

五
　
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
独
立
」
と
移
動
労
働
制
度

五
六
（
）
篠
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
で
あ
建
．
な
が
い
問
「
暗
黒
陸
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
養
地
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ

は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
「
独
立
」
を
か
ち
と
り
、
数
年
に
し
て
そ
の
面
貌
を
一
新
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
民
族
解
放

運
動
の
歴
史
的
な
発
展
の
一
環
と
し
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
の
動
き
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ

り
・
独
立
が
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
2
と
は
い
う
毒
患
い
．
と
く
に
欧
米
雷
主
義
集
る
新
箆
聖
義
釣

釜
配
維
持
と
た
た
か
っ
て
、
国
家
主
権
を
確
立
し
、
自
立
し
た
民
族
経
済
葎
設
す
る
と
い
う
意
味
で
の
真
の
民
族
独
立
を
実
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
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こ
と
は
、
な
お
長
期
の
困
難
な
課
題
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
連
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
は
、
ア
フ
リ
カ
人
の
生
活
に
種
々
の
変
化
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
。
そ
れ
は
当
然
、
移
動
労
働
制
度
と
そ
れ
に
関
連
し
た
諸
問
題
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
そ
も
そ
も
移
動
労
働
制
度
は
、
ア
フ
リ
カ
に
た
い
す
る
支
配
政
策
の
一
環
と
し
て
形
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
は
ず
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
制
度
の
大
規
模
な
採
用
が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
の
内
的
条
件
を
つ
く
り
出
し
た
と
い
う
事
実
も
指
摘
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
移
動
労
働
制
度
に
と
っ
て
必
要
な
要
因
で
あ
っ
た
原
住
民
指
定
地
と
部
族
共
同
体
が
、
そ
の
本
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

　
　
一
票
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
1
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機
能
を
失
な
い
、
解
体
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
原
住
民
指
定
地
へ
の
追
い
た
て
が
き
び
し
か
っ
た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
指
定
地
内

で
土
地
や
家
畜
を
も
た
な
い
者
の
割
合
が
大
き
く
な
り
、
流
入
者
が
多
い
ほ
ど
部
族
共
同
体
と
し
て
の
指
定
地
の
性
格
を
不
安
定
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
共
同
体
的
相
互
挟
助
の
建
前
は
遵
守
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
村
地
域
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
貨

幣
経
済
は
、
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
を
掘
り
く
ず
し
、
族
長
に
よ
る
土
地
の
私
有
地
化
や
、
土
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
新
し
い
資
本
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塘
）

的
な
経
済
諸
関
係
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
で
ア
フ
リ
カ
人
農
民
の
分
解
が
現
わ
れ
、
一
部
は
脱
農
化
し
て
都
市
化
す
る

傾
向
を
強
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
都
市
化
し
た
ア
フ
リ
カ
人
が
そ
の
部
族
的
所
属
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
都
市
生
活
に
お
い
て
は
部
族
語
は
共
通
語
た
り
え
ず
、
部
族
共
同
体
的
諸
関
係
で
は
な
く
よ
り
資
本
主
義
的
な
貨
幣
経
済
が
全
生

活
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
彼
ら
は
部
族
の
枠
を
こ
え
た
共
通
性
、
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
の
共
通
性
に
よ
っ

て
結
ば
れ
、
部
族
主
義
に
か
わ
る
民
族
主
義
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
都
市
労
働
者
と
し
て
劣
悪
な
条
件
の
も
と
で

働
く
な
か
で
、
民
族
主
義
は
さ
ら
に
階
級
的
な
観
点
を
注
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
に
お
い
て
、
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）

ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
は
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
移
動
労
働
制
度
は
ま
た
、
本
来
ア
フ
リ
カ
人
の
都
市
化
、
脱
部
族
化
の
阻
止
を
狙
い
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
点
で

も
完
全
な
成
功
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
移
動
労
働
制
度
は
、
農
村
地
域
に
お
け
る
部
族
共
同
体
の
維
持
に
一
定
の
効
果
を
示

し
な
が
ら
も
、
雇
用
現
場
に
お
い
て
は
む
し
ろ
そ
れ
を
破
壊
し
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
雇
用
現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

族
に
属
す
る
移
動
労
働
者
が
共
同
の
る
つ
ぼ
に
引
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
種
族
的
偏
狭
さ
（
言
語
、
慣
習
な
ど
）
が
打
ち

破
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
新
し
い
民
族
意
識
の
形
成
と
そ
の
全
大
陸
的
な
伝
播
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
移
動
労
働
制
度
は
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
別
に
、
民
族
解
放
運
動
の
た
め
の
条
件
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ



は
移
動
労
働
制
度
の
も
つ
本
質
的
な
矛
盾
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
し
て
独
立
し
罠
族
国
家
に
よ
る
旧
奎
国
の
留
保
地
の
回
復
と
ア
フ
リ
カ
人
農
民
へ
の
分
配
も
蘇
に
行
な
わ
れ
て
萱
ま
た

独
立
後
富
家
的
●
援
的
統
壱
め
ざ
巌
策
の
な
か
で
、
部
族
制
度
の
解
体
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
植
民
地
的
後
進
性
の

脱
却
と
い
う
目
的
惹
く
め
て
・
民
族
肇
の
育
成
や
並
撮
教
育
、
職
業
訓
練
の
普
及
の
努
力
が
行
な
わ
れ
て
い
る
．
ま
た
そ
の
な
か
で

都
市
合
の
増
杏
都
市
髭
着
舅
働
者
の
契
が
す
す
ん
で
い
る
．
こ
う
し
て
独
立
後
の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て

移
動
労
働
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
に
す
す
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
複
動
蕩
制
度
は
い
ま
だ
そ
の
意
義
震
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
．
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
力
は
・
ア
フ
リ
カ
葭
の
独
立
に
よ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
弱
ま
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
ま
ず
移
動
労
働
制
度
の
推
進
主

体
で
あ
ξ
も
パ
善
本
は
そ
の
地
位
を
失
っ
て
は
い
な
い
の
で
騒
．
南
ア
フ
ー
カ
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
の
支
配
す
る
国
家
と

し
て
ど
の
制
度
の
推
誉
蕩
整
の
；
窒
占
ぢ
て
い
る
．
そ
れ
は
す
で
覧
た
よ
う
に
、
南
ア
国
内
だ
け
で
な
く
、
広
く
南

部
ア
フ
リ
カ
や
中
央
ア
フ
リ
カ
全
体
に
芙
琵
響
竃
っ
て
い
る
．
ま
た
中
央
ア
フ
リ
カ
や
東
ア
フ
リ
カ
に
残
る
．
－
．
ッ
パ
系
集

も
ま
た
、
移
動
労
働
者
に
た
い
す
る
依
存
を
や
め
て
い
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
西
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
．
こ
こ
で
は
ヨ
ー
・
ッ
パ
系
資
本
と
と
も
に
、
ア
フ
ー
カ
人
肇
ブ
ル
ジ
．
ア

ジ
ー
が
成
長
し
て
い
る
・
そ
し
て
彼
ら
の
プ
ラ
ン
テ
↓
・
ン
経
営
に
お
い
て
も
、
や
は
り
低
賃
金
の
移
動
労
薯
の
手
傷
援
穿

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
ぞ
・
現
在
の
ア
フ
リ
カ
纂
い
て
依
然
も
て
基
本
鯉
あ
る
鉱
誉
農
業
、
移
動
労
働
制
度
は
不
変
の
地
壌
占
め
て

お
り
、
全
体
と
し
て
い
ま
だ
そ
の
重
要
性
を
失
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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－
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
度
ー
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そ
し
て
こ
の
移
動
労
働
制
度
の
根
深
か
さ
の
根
拠
は
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
人
農
民
の
貧
困
に
も
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
商
品
経
済
に
一
層
深
く
ま
き
こ
ま
れ
つ
つ
あ
る
農
村
社
会
の
貧
困
化
は
、
自
ら
を
移
動
労
働
者
の
広
大
な
給
源
と
せ
ざ
る
を
え
な
く

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
都
市
に
お
い
て
も
、
労
働
者
が
家
族
を
と
も
な
っ
て
定
着
す
る
の
を
妨
げ
る
ほ
ど
の
低
賃
金
が
、
農
村
に

劣
ら
ぬ
都
市
の
貧
困
を
規
定
し
、
都
市
労
働
者
の
移
動
労
働
者
的
性
格
を
強
め
さ
せ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
移
動
労
働
制
度
の
克
服
の
た
め
に
は
、
そ
の
推
進
主
体
と
し
て
の
外
国
資
本
の
支
配
の
打
破
と
そ
の
一
環
と
し
て
の
南

部
ア
フ
リ
カ
の
民
族
的
（
政
治
的
）
解
放
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
農
村
に
お
け
る
土
地
改
革
と
そ
れ
に
よ
る
農
民
の
生
産
力
の
解
放
が

実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
総
じ
て
自
立
的
な
民
族
経
済
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
問
題
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
主
体
的
勢

力
と
条
件
で
あ
る
。
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ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
階
級
関
係
は
多
分
に
未
分
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
六
〇
年
の
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
を
実
現
す
る
過
程
で
、
そ
れ
を
指

導
し
た
の
が
階
級
政
党
で
は
な
く
い
わ
ゆ
る
「
民
族
主
義
政
党
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
独
立
後

の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
新
た
な
階
級
編
成
が
す
す
み
、
民
族
主
義
政
党
の
変
質
、
新
し
い
階
級
政
党
の
分
立
、
形
成
が
す
す
み
つ
つ

あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
な
か
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
二
面
性
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
も
そ
も
彼
ら
は
、
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
、
第
二

次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
宗
主
国
の
支
配
の
弛
緩
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
戦
後
期
に
は
、
民
族
解
放
運
動
へ
の
対
応
と
し
て
族

長
層
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
が
は
か
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
社
会
の
資
本
主
義
化
の
テ
コ
と
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
「
独
立
」
後
の
政
権
が
彼
ら
に

委
ね
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
彼
ら
の
官
僚
化
ロ
買
弁
化
の
傾
向
を
生
み
出
し
て
い
る
。
彼
ら
は
外
国
資
本
に
く
ら
べ
て
圧
倒
的
に
弱
く
、

そ
の
意
味
か
ら
民
族
的
反
発
を
示
し
な
が
ら
も
、
自
ら
も
移
動
労
働
制
度
に
依
拠
し
う
る
よ
う
な
力
量
を
そ
な
え
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ



て
ぎ
っ
ぱ
夷
畠
依
拠
す
を
芝
よ
っ
薦
族
的
課
題
雀
啓
よ
う
与
を
と
は
否
能
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
そ
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
・
い
ず
れ
に
せ
よ
労
働
煮
盤
震
長
如
何
が
決
鵠
重
要
で
曹
、
彼
ら
は
合
の
圧
倒
的
部
分
竃
め
て
い

る
・
芳
の
蓄
傷
者
階
級
は
い
ま
だ
盤
の
貧
的
性
肇
つ
よ
く
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
移
動
労
働
制
度
と
ア
フ
リ
カ
の
奇
形
的

な
資
奎
義
化
の
馨
奎
富
さ
れ
奄
の
で
あ
る
．
そ
し
て
彼
ら
の
状
態
の
改
善
諸
問
題
の
渠
瞬
決
の
た
め
濾
、
と
く
に

労
働
馨
覇
の
発
展
強
化
と
そ
れ
を
指
導
す
ぎ
階
級
的
麗
の
形
成
、
発
展
が
不
可
欠
で
あ
る
．
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
の
現
実
か
ら

出
発
し
て
姦
嚢
期
の
異
藝
題
で
あ
る
が
、
労
働
者
階
級
の
着
実
な
増
大
、
階
級
的
政
党
の
聾
な
ど
、
徐
々
に
そ
の
条
件
を
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

備
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ま
た
・
ア
フ
リ
カ
の
特
殊
第
含
の
歴
器
璽
件
を
察
す
る
あ
吉
、
ア
フ
リ
カ
の
将
来
に
つ
い
て
、
そ
の
「
民

族
民
主
国
家
」
的
な
護
あ
る
い
は
「
非
資
奎
義
的
発
展
」
の
可
能
悌
ぎ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
萱

誤
り
で
あ
ろ
う
・
「
独
立
」
後
の
ア
フ
リ
カ
の
現
実
は
明
宗
旨
の
主
張
馨
定
す
る
も
の
で
あ
る
．

か
く
し
て
移
動
労
働
制
度
は
・
わ
れ
わ
れ
が
含
暑
ア
フ
リ
カ
の
「
独
立
」
に
よ
っ
て
の
み
で
解
消
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ア
フ
リ

カ
の
植
民
地
的
経
済
構
造
の
打
撃
ゑ
く
め
董
の
政
治
的
・
経
済
的
自
立
を
嘗
て
、
は
じ
め
て
克
服
さ
れ
う
る
問
題
な
の
で
あ

る
。

　
　
（
、
）
新
箆
聖
義
と
ア
フ
リ
カ
の
当
面
す
る
諸
問
讐
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
以
下
を
参
照
．

　
　
　
　
岡
奮
志
郎
他
（
響
）
『
新
箆
聖
義
』
（
護
憲
、
天
六
崔
）
n
（
藷
、
A
A
L
A
ド
↑
お
叶
、
る
新
植
民
地
主
義
の
実
態
）
3

　
　
　
　
「
ア
フ
リ
カ
」
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

　
　
一
黒
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
移
動
労
働
制
・
度
，
ー



一
論
　
　
　
　
文
・
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
　
　
『
植
民
地
の
独
立
』
　
（
岩
波
講
座
『
現
代
』
第
四
巻
、
一
九
六
三
年
）
H
（
現
状
と
課
題
）
4
「
ア
フ
リ
カ
（
サ
ハ
ラ
以
南
）
」
な
ど
、

　
　
　
寺
本
光
朗
「
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
民
族
形
成
」
　
（
ア
ジ
ア
ニ
・
ノ
フ
リ
カ
講
座
1
『
A
A
L
A
と
新
植
民
地
主
義
』
所
収
、
勁
草
書
房
、
一
九
六

　
　
四
年
）
、

　
　
　
同
前
「
ア
フ
リ
カ
革
命
の
現
段
階
」
　
（
同
前
講
座
V
『
A
A
の
現
状
と
日
本
』
所
収
、
　
一
九
六
七
年
）
。

（
2
）
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
と
く
に
西
ア
フ
リ
カ
で
こ
の
傾
向
が
著
し
く
、
土
地
の
私
有
が
拡
が
り
っ
つ
あ
る
。

（
3
）
　
ア
フ
リ
カ
の
解
放
運
動
に
と
っ
て
ア
フ
リ
カ
人
労
働
運
動
が
果
し
た
重
要
な
役
制
に
つ
い
て
は
、
　
旨
　
白
。
ま
す
　
＞
鼠
8
一
日
冨
　
い
幽
8

　
　
＞
名
爵
O
ω
”
H
O
O
一
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
訳
『
続
ア
フ
リ
カ
ー
獅
子
は
め
ざ
め
る
』
法
政
大
学
出
版
局
、
　
一
九
六
五
年
）
3
巷
」
H
な

　
　
ど
参
照
。

（
4
）
　
た
と
え
ば
ケ
ニ
ア
な
ど
。
し
か
し
実
施
の
内
容
は
き
わ
め
て
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
．

（
5
）
　
た
と
え
ば
カ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
な
ど
、
、

（
6
）
　
源
，
ン
ビ
ァ
の
銅
山
国
有
化
が
行
な
わ
れ
る
一
方
で
、
高
利
潤
を
求
め
る
欧
米
独
占
資
本
の
進
出
、
と
く
に
旧
宗
主
国
以
外
の
国
（
ア
メ
リ
カ
、

　
　
西
ト
イ
ツ
、
日
本
な
ど
）
の
進
出
が
強
ま
り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
的
従
属
は
む
し
ろ
強
ま
っ
て
さ
え
い
る
。

（
7
）
　
ア
フ
リ
カ
の
諸
階
級
に
つ
い
て
は
、
い
譲
。
段
び
＞
監
8
－
↓
ぎ
閑
o
o
ε
9
閃
雲
o
F
3
巷
」
〆

　
　
　
、
｝
，
ア
ル
ノ
・
ア
マ
ト
「
熱
帯
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
階
級
構
造
」
　
（
『
平
和
と
社
会
主
義
の
諸
問
題
』
一
九
六
六
年
二
月
号
所
収
）
、

　
　
　
オ
、
一
鞭
、
ン
デ
ィ
・
ア
フ
ァ
ナ
「
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
階
級
構
成
に
つ
い
て
」
　
（
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
詣
、
研
究
』
一
九
六
四
年
一
一
、
月
号
所
収
）
、

　
　
　
『
植
民
地
の
独
立
』
一
八
五
～
一
九
G
ペ
ー
ジ
、
な
ど
を
参
照
。

（
8
）
　
ジ
ァ
ー
ク
．
ウ
チ
．
デ
ィ
ス
「
解
放
闘
争
に
お
け
る
労
働
者
と
農
民
」
　
（
『
世
界
政
治
資
料
』
第
三
二
三
号
所
収
）
を
参
照
。

（
9
）
　
ポ
ノ
マ
リ
．
、
．
フ
「
民
族
民
主
国
家
に
つ
い
て
」
　
（
『
世
界
政
治
資
料
』
第
一
二
七
号
所
収
）
、

　
　
　
ヴ
ュ
・
ゲ
．
ソ
・
ド
フ
ニ
コ
フ
一
．
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
非
資
本
主
義
的
発
展
の
道
」
　
（
同
前
、
第
一
一
、
一
三
一
、
号
所
収
）
、
な
ど
。


